
特別講座

ボラ ンテ ィア団体 が出来上 が るまで

一 き っか け は 「た った1人 の行 動 」 か ら一

諏 訪 裕美子

1ボ ラ ンテ ィ ア活 動 とそ の 効 果

1.ボ ランテ ィアにつ いて考え る

み な さんは、お店の シャ ッターや壁 、歩道橋 な どに、スプ レー で大 き く吹 き付 け

られ たわけのわか らない落書 きを見た ことがあ ることで しょ う。私 はそ うした落書

きを平塚の街 か らな くす ため、2002年 に 「平塚 をみが く会 」 とい うボランテ ィア団

体 を立ち上げま した。

ボランテ ィア とは報酬 を もらわず に、 自分 か ら進んで社会 のためになるこ とをす

ることで、ボランテ ィア団体 とは共通の 目的のためにボ ランテ ィアをす る人た ちが

集 まって出来た団体です。 みな さんの多 くは、きっ と自分の身 の回 りにた くさんの

ボ ランテ ィア団体 があるこ とを知 ってい ることで しょ う。 けれ ども、 ボランテ ィア

団体 が出来 る過程 を知 ってい る人 は少ないか もしれ ません。 そ こで、ボランテ ィア

団体が ど うやって出来 るのか とい うお話 を、実際に私 が立 ち上げに関わった 「平塚

をみが く会」 とい う団体 を例 にお話 ししてみま しょ う。それか ら、ボ ランテ ィアに

は不思議 な魅力が あるとい うこ ともお話 ししたい と思 います。

2.ボ ランテ ィア活動 に対す るイメージ

数年前の ことですが、私 はボランテ ィアを した こ とのない とい う身 近な人 たちに

ボ ランテ ィア活動 に対す るイ メー ジを聞いてみた こ と炉あ ります。 その結果 、ボ ラ

ンテ ィアに関わった ことのない人た ちの多 くが、ボランテ ィア活動 にネガテ ィブな

イ メー ジや決 ま りきった考 えを持 ってい ることが分か りとて も驚 きま した。

また、会社勤 めや家庭の主婦た ちの中に は、 「毎 日の生活 だ けで も忙 しい。 ボ ラ

ンテ ィア どころではない」 と答 えた人が多かった ことも印象 的で した。ボ ランテ ィ

ア活動 に関す るマイナスの声は大体次の よ うな ものにな ります。
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*ボ ランテ ィア活動 に対す るマイナ スのイ メージ

①ただ働 き(だ か らバカ らしい こ と)

②偽善的な こと(み せかけだけの行 い)

③独善的な こと(1人 よが りの行 い)

④暇人がするこ と(仕 事を持っていた り、子育てをしていた りすると出来ないこと)

⑤ 余計な こと(ム ダで、おせ っかいな こと)

⑥ ち ょっ と変わった人がす ること

⑦ 目立ちたい人がす ること

⑧(単 純 に)困 ってい る人 を助 け ること

⑨退職者 のす るこ と(自 分た ちの世代 にはあま り関係 のない こと)

⑩ 売名行為(有 名 にな りたい人 がす ること)

ボ ラ ンテ ィア活 動 とは、 「仕 事 だ か ら」 とか、 「言 わ れ た こ とだか ら」 とい う理 由

で参 加 す る もの で は あ りま せ ん。 です ので 、決 ま り事 に慣 れ て しま って い る人 た ち

に とっ て 、 「何 の た め にそ ん な こ とを す るの だ ろ う」 と不 思 議 にな るの も無 理 は な

い か も しれ ませ ん し、 また ボ ラ ンテ ィ ア活動 にマ イ ナ ス の イ メー ジ な どを もって し

ま うの は、残 念 です が仕方 が な い こ とか と思 い ます。

翻

糟

翻
ー

平塚市内中心商店街のポールの落書き
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特別講座●ボランティア団体が出来上がるまで

3.私 にとってのボラ ンテ ィア活動一 ボランテ ィアをや って気づ いた こと

私が初 めてボ ランテ ィア活動 に関わったのは、イギ リスに住 んでいた今 か ら16年

ほ ど前の ことで した。家庭や仕事場以外 で も役 に立っ こ とを したい とか、 自分が住

んでい る地域社会 と関わ りたい と思いつ いて、近 くの大学で、 「日本語 を教 えます 」

とい う広告 を出 したのが始 ま りで した。 その後、10年 問続 いた 日本語指導 のボラン

テ ィア活動 を通 して、多 くの国 々の学生 さんや様 々な職 業の人 たち と知 り合い、友

達 にな りま した。 そ して、 さま ざまな国の文化や習慣 を教 えて も らった り、時 とし

ては手料理 をご馳 走 して もらった りと、楽 しくて貴重な経験 をす る ことが出来 ま し

た。

この よ うな経験 か ら私 は、ボ ランテ ィア活動 とは 「普段 は関わ りのない人た ちが

つ なが りを持て る不思議 な活動」だ と気付 きま した。 また、その後 に行 った落書 き

消 しのボランテ ィア活動 を通 じて、ボ ランテ ィア とは、 「助 けてい るつ も りが、実

際は助 け られてい るのはむ しろ 自分ではないか と気 づかせ て くれ る もの」 とか、人

間1人 の力で出来 ることなんかは限 られ てい るの に、 「思いが けない展 開が豊 かな

結果 をもた らして くれ る魅力的 なもの」 とい う実感 を持 ちま した。

4.ボ ラ ンテ ィア は 「不 思 議 な 力 を持 つ 魅 力的 な もの」

そん な思 い に至 った の は き っ と、 日常 の生 活 の 中で 常 々 、人 々が なん で バ ラバ ラ

な んだ ろ うとか 、 物 質 的 に は満 ち足 りて い るはず なの に ど う して心 の底 か ら 「ハ ッ

ピー一」 で は ない の だ ろ うと疑 問 を感 じた り、身 近 な とこ ろに置 き去 りに され た まま

の 問題 が 多い と感 じて い た り した か らか も知 れ ませ ん 。 私 は新 聞 で 目に した りす る

「社 会 問題 」 とい うもの に も関 心 を持 っ て真 剣 に解 決 策 な どにつ い て 考 え る こ とが

あ った の です が 、 そ うい った 問題 にっ い て 考 え た り、 心 を痛 めた り して も 、 「自分

1人 で い った い何 が 出来 るの か 」 とい う思 い が して苦 しんで い ま した。

けれ ども、 ボ ラ ンテ ィア活 動 に深 く関わ る よ うに な っ て か ら、今 ま で の考 え とは

違 う体験 が 出来 た の で 、 も のの 見方 が変 わ りま した。 どん な体 験 か とい う と、 自分

が 自発 的 に始 め た 小 さな こ とが き っか け で、 思 い も よ らな い展 開 が 起 こ り、 あ とで

振 り返 ってみ る と 自分1人 で は ど う考 え て も 出来 な か っ た こ とが 可 能 にな っ た とい

う体 験 です 。 こ の 体験 を通 して 、 「1人 の力 は小 さい けれ ど、無 力 で は な い」 と身

を もって知 る こ とが で きま した。

こん な こ とか ら、ボ ラ ンテ ィア とは 、 も しか した ら世 の 中を変 え る よ うな 大 きな

力 とか可能 性 を秘 めて い た りす る もの で は な いか とか 、 ボ ラ ンテ ィア を 「不 思議 な
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力 を持つ魅力的 なもの」 と実感す るよ うになったのです。そ して最近 とくに様々な

ボ ランテ ィア活動が現在 の社会で果 た してい る役割 の大 き さに気づ き始めてもいま

す。 近頃の問題 は、政治や経済に任せ ていて はなかなか解 決方法 が見っか らない こ

とが多いの ではないで しょ うか。 た とえば、環境 問題や平和問題 な どです。ですか

ら、政治 の しくみに も、経済の しくみ に もの らない、独立 した仕組みを もってい る

ボランテ ィアが、私 た ちの生活に果 た してい る役割 はか な り大 きい のではないか と

思います。

みな さん も現 にその よ うな重要 な役割 を果た してい るボ ランテ ィア団体 をい くつ

か ご存知の こ とで しょ う。私 の知 って い る団体の1つ に、イ ギ リスの 「サマ リタ ン

ズ(SAMARITANS)」 とい う自殺 防止 で とて も有名 なボランテ ィア団体があ ります。

この団体 の名前 はイ ギ リス国民の95%以 上が知 っていて、イギ リスの電話帳 には こ

の団体の電話番 号が火事 、救急車 、警察 の電話番号 と同 じよ うに 「緊急 の番号」 と

して大き く掲載 され ています。イ ギ リスの 自殺率 は先進 国の中でも とくに低い とい

う統計 があ ります が、私 はこの 「サマ リタンズ」 とい うボ ランテ ィア団体が果 た し

てい る役割 はたいへ ん大 きい と思 っています。

今後、社会の仕組 みが どん どん複雑 にな るにつれて、ボランテ ィア団体 の役割 は、

ます ます重要 になってい くと思ってい ます。

5.ボ ラ ンテ ィア活 動 の 出 発点 はた った1人 の 「気 づ き」 か ら

この よ うに私 た ち の生 活 に影 響 を与 え、 重要 な役 割 を受 け持 ってい るボ ラ ンテ ィ

ア 団体 で す が 、そ の 始 ま りは 、意外 に もた った1人 の 「気 づ き」 が 出発 点 とな って

い る こ とが あ るので す 。

身 近 な例 の1っ に 、 牛乳 の紙 パ ック の再 生 利 用 が あ ります 。 今 で は多 くの 人 が 当

た り前 の よ うに行 っ てい ます が、最 初 に再 生利 用 を しよ うと 「気 づ いた」 のは、 た っ

た1人 の主 婦 だ っ た の です 。 そ の1人 の 方 の 「気 づ き」 に他 の大 勢 の人 た ちが 賛 同

して団 体 とな りボ ラ ンテ ィア活動 を始 め た ため 、全 国 に広 め る こ とが 出来 たそ うで

す。

で は 、 た った1人 の 「気 づ き」 か ら、 実 際 に どの よ うに して人 々 が集 ま りボ ラ ン

テ ィア 団体 が 出来上 が るので しょ うか?こ こで、 実 際 に私 が1人 で行 って い た落

書 き消 しが 、 ど うや って ボ ラ ンテ ィア 団 体 にな った の か そ の過 程 をお話 し した い と

思 い ます が 、そ の前 に まず 、 そ もそ もなぜ 、私 が落書 き消 しを した い と思 った のか 、

そ の 「気 づ き」 か らお 話 し しま し ょ う。
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五 イギ リスでの経験と気持ちの変化

私が 自分 の故郷 の平塚市 の落書 きに 「気づ いた」の は、 「平塚 をみ が く会」 を立

ち上げ る2年 前 のこ とで、そ の当時はイギ リスか ら帰国 してち ょ うど2年 が経 った

頃で した。 ロン ドンに10年 ほ ど住んでいま したが、 この ロン ドンで体験 した ある出

来事が平塚 市で の落書 き消 しの 「気 づき」 と 「原 動力」になった と思 っています。

そ こで、 ロン ドンで体験 した出来事か らお話 を始 めたい と思 います。

1.斜 陽の国イギ リス

イ ギ リスに留学す るために 日本 を離れ たのは1989年 で した。 その ころの 日本 とい

えば、好 景気 を反映す るよ うにお店は どこも繁盛 していて、街 もいきい き していた

とい う記 憶があ ります。私 は長い こ と平塚駅前 の銀行 に勤めていま したが、道 路や

商店街な どの人 が行 き交 う場所 は、いつ もきれ いでゴ ミが落 ちてい ることを見か け

た ことは あ りませんで した。

ですか ら、 ロン ドンに着 いて駅周辺 や道路 のいた る ところに ゴミが無造作 に捨て

られてい るあ りさまを 目の当た りに して シ ョックを受 けま した。 また、大通 りにあ

る店 の中にはつぶれたまま放置 され、ま るでお化 け屋敷 の よ うになってい るもの も

かな りあったので、 「英 国病」 とか 「斜 陽の国イ ギ リス」 とい う表現 が現 実の もの

として感 じられ 、憂鶴 な気持 ちで一杯 にな りま した。特 に荒廃 していたのは人通 り

の多 い地下鉄の駅周辺部で した。

私 が ロン ドンに着い てか ら2、3年 間 の間に、 日本 はバブル 経済 の絶頂期 を迎 え

るな ど、景気が よい状態 が続いていま したがrイ ギ リスで は失業率が10%と い う経

済的 に どん底の状態 で した。 ちなみに失業率10%と いった ら、今の 日本 の失業率 の

2倍 以上の水準です。

2.ロ ン ドンの落書き と故郷 ・平塚への思い

その不景気 の真只 中には、 ゴミな どの汚 さに徐 々に 「落 書き」 が加わ って街 の景

観 は悪化す る一方 で した。 ロン ドンの南東部 にあった私の家の近 くに も落書 きの被

害が多発 しま した。近所 に発 生 したそれ らの落書 きはべ一スが暗い色 で とて も乱暴

なもので した。その当時私は留学を終え、ロン ドンの金融街の 中心 と言 われ るシティ

とい うところで働 いてい ま した。通勤 の際 には出来 るだ け落書 きの前 を通 るルー ト

を避 けていま したが、残業 な どで帰 りが遅 くな った場合 には どうして もこの落書 き

207



国 際 経 営 フォー ラムNo.17

の前 を通 らな くて は な らず 、 泣 きた い気持 ち にな りま した。

被 害 が 一番 ひ どか った 場所 は地 下鉄 の駅 とバ ス停 を結 ぶ サ ブ ウェイ と呼 ばれ る ト

ンネ ル の よ うに暗 い 、 人 の 気 配 の ない 地 下 道 の壁 で した 。 そ の壁 は100メ ー トル 以

上 も続 いて い る長 い ものだ っ た と記 憶 して い ます 。 そ の壁 の 両側 ともが落 書 きで埋

め尽 く され て い ま した。 そ して 、落 書 きの ま わ りは なぜ か いつ もつ 一 ん とア ンモ ニ

ア の臭 いが 充満 して いた の で す。 です か ら、私 は この1番 ひ どい落 書 きの前 で は 息

を吸 わ ない よ うに 、そ して 落 書 きが 目に入 らな い よ うに と一 目散 で走 り抜 けて い ま

した。 走 って い る時 は いつ も孤独 感 と恐 ろ し さで い っぱ い に な り、 ふ とr「 この世

の終 わ り」 とい うものが あれ ば、 ま さ しく この よ うな もので は ない か と思 う瞬 間 が

しば しばあ りま した。 み な さん は 日本 の街 を歩 いて い て 、 こ うい う思 い を した こ と

は あ ります か?落 書 きの前 を通 るた び に心 が冷 え冷 え と して 、 落 書 きが 人 間 の心

を こん な に も暗 く して しま うものだ とい うこ とを嫌 とい うほ ど味 わ い ま した。

こん な こ ともあ って 、私 は イ ギ リス に い る 間 にホー ム シ ック にか か って しま い ま

した。1日 も早 くこ こか ら抜 け 出 して 日本 に帰 りた い と切 実 に思 うよ うにな りま し

た。 故郷 の 平塚 が恋 しくて仕 方 が あ りませ ん で した。 しか し、 イ ギ リスで は家 庭 や

仕 事 を持 っ て い たの で 、平 塚 に帰 りた い とい う願 い は簡 単 に は か な え られ ませ んで

した。

3.日 本 人 と して の ア イデ ンテ ィテ ィの確 立

ロ ン ドン に はイ ギ リス人 の他 に い ろい ろな 国 か らや っ て き た人 た ちが 生活 を して

い ま した 。 そ うい う人 た ちに 囲 まれ た 生活 を長 ら く して い る うち に、私 は生 まれ て

初 め て 「自分 は 一体 、何者 な ん だ ろ う?」 と意 識 し始 め 、 自分 の アイデ ンテ ィテ ィ

探 しをす る よ うに な って い ま した。

アイ デ ンテ ィテ ィ とは ち ょっ とむ ず か しい こ とか も知 れ ま せ ん が 、 自分 が 自分 で

あ る こ との証 明 とい うこ とです 。 「日本 とい う国 は ど うい う国 な ん だ ろ う?」 とい

うこ と も気 に な り出 しま した。 そ ん な 時 、 「日本 は きれ いだ し、 日本 人 は公 共 心 を

もって い て 、素 晴 ら しい です ね 」 とい う、 日本 を訪 れ た こ との あ る人 々 の話 を耳 に

して妙 に嬉 しくな った り、誇 りに感 じた りしま した。 そ して気 付 い てみ る といつ の

まに か、 「自分 は公 共 心 の あ る 日本 か らきた 日本 人 なの だ」 とい うアイ デ ンテ ィテ ィ

が 自分 の 中 で形成 され てい た の で した。

4.ロ ン ドンの落 書 きが 消 え た 行動 した人が いた ことに感動
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イ ギ リスでは長い こと経済的に悲惨 で、公共の場 も汚い状態 が続 いていま したが、

ブ レアー氏が首相 になった90年 代 の後半 よ り、少 しず つ変化 が現れて きま した。 そ

れ は、あのダイアナ妃 が亡 くな った頃で した。新 しいお店 が出来た りして街 に活気

が感 じられ るよ うにな りま した。

そ してその頃、私 に とって驚 くべ きことが起 きま した。 あの地獄の よ うな落 書 き

がすべて 「消 えた」のです。だれが、 ど うい うきっかけで行 ったのか は分か りませ

んが 、いつの間にか地下道 には明るい電 灯がつ け られて、あの落書 きが あった場所

には、美 しいタイル を使 ったモザイ ク画が施 された ので した。 そ して、そ の頃か ら

は も うあの鼻 をつ くア ンモニアの臭いは しな くな り、 しか も落書きの再発 もぴ った

りと止 まったのです。

変化 はそれ だけではあ りませ んで した。 地下道付近の芝生のスペー スは常に途方

もない量の ゴ ミの山で埋 もれていたのですが、落書 きが な くな る とゴミもきれい に

な くな り、みず みず しい青 さの芝生が現れ るよ うになったのです。 さらに芝生 のま

わ りにはだ らしない服装 の若者 た ちが集団で夜遅 くまでたむ ろ していて、危険 な雰

囲気 が あ りま したが、彼 らも忽 然 と姿を消 して、夜 で も地下道やその付近 の道 を安

心 して歩 くこ とが出来 るよ うにな ったのです。

これ ら一連の出来事に、私 は非常に感動 しま した。 どこの誰 で しょ うか、 きっ と

あの汚いままで はい けない と感 じて、行動 を起 こ して くれ た人 がいたのです。 その

ことに胸 を打たれ ま した。 そ して、落書 きが消えた後のま るで生 まれ変わ った よ う

な地 下道 を通 るたび に感 じた ワク ワクす るよ うな喜び は忘れ られ ない もの とな りま

した。 このイギ リスで味わった、① 「落書 きに対 して行動を した人がいた ことを知 っ

た感 動」や、② 「自分 は公共の場 を大切 にす る 日本 人」 とい うアイデ ンテ ィテ ィ、

そ して③ 「故郷の平塚市 への思い」がその後 に結びつき合 って、平塚 市での落書 き

消 しに至 る 「気づ き」 とか 「原動力」になったのだ と私は思 っています。

皿1人 の 「気づき」がボランテ ィア団体 になる過程

1.帰 国と気づき

1999年 に10年 ぶ りに帰 国す る機会 がつい にや って きま した。懐 か しい平塚 に着い

た 時には、 「生 きて帰 って来 られて本 当に幸せ」 とい う思 いを全身 で感 じま した。

夢 にまでみた故郷 の地 に 自分 の足で立っている ことが信 じられ ない くらい嬉 しかっ

た こ とを昨 日の よ うに覚 えています。
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ここでち ょっ と私 の故郷、平塚 市 を紹介 します。 平塚市 は神奈川県のほぼ中央の

太平洋側 に位 置 して います。東京 か らはJRで ち ょ うど1時間の ところです。 江戸時

代には東海道五十三次の宿場町 と して栄 えま した。平塚市には50年 以上 も続いてい

る 「湘南ひ らっか七夕祭 り」があ り、囲碁の街(毎 年10月 に500面 打 ちがあ ります)

と して も知 られ ています。

平塚市の生んだ有名 な人 を2人 紹介 しま しょ う。1人 は 「食道楽」 とい う明治時

代 の大ベ ス トセ ラー を書いた超人気作家の村井弦斎(1863～1927)で す。彼 はいろ

いろな料理法 を紹 介す る とともに、 「七 日間世界 一周」や 「FAX」 な ど、未来 の社

会の姿 を言 い当てて もいます。 も う1人 は囲碁棋 士の木谷實(1909～1975)で す。

当時の囲碁の世界に新風 を吹 き込む とともに、木谷 九段が平塚市の 自宅(木 谷道場)

で育てた多 くの弟子た ちは現在 の囲碁の世界で大活躍 中です。

平塚市は気候が温暖で、川あ り、山あ り、海 あ りで 自然 もた くさん残 っています。

ホ ッとできる私 の大好 きなまちです。 平塚市の主な商店街 はJR"塚 駅の北 口に東海

道線 と平行 に並 んで2つ あ ります。七 夕祭 りの中心の場所 となるこれ らの商店街 は、

駅 に近い方 は 「パール ロー ド商店街」、そ して も う1つ は 「スターモール 商店街 」

と呼ばれ 、近隣 の市や町か ら買い物 客が訪れ るほ どにぎわってい ま した。

バブル 景気 の時 には、 スターモール 商店街 に100本 以上の茶色 いポール で支 えら

れ たアー ケー ドが取 り付 け られ て整備 され た上 、モニ ュメン トポール と呼ばれ る白

い大きなポール が8本 建て られ ま した。 久 しぶ りに帰 ってきた懐 か しい街 、平塚市

はす っか りきれ いにな り、隔世 の感 と同時に感 激 もひ としおで した。

しか し、帰 国 して2年 ほ どた った頃 ぐらいか ら、なん とな く駅前商店街 が暗 くて

さびれ た感 じがす るよ うにな りま した。大型店舗 が駅 か ら離れ た ところに次 々に出

来始 めたせ いで しょ うか、駅前の小 さなお店がシャ ッター を下ろす よ うにな り 「空

洞化 」が起 こり始めたのです。今 では高層マ ンシ ョンが出来た り、チ ェー ン店が進

出 した りして再びに ぎや かになっていますが、その 当時 はかつて あった元気がすっ

か り感 じられな くな っていま した。 それ と同時 に 日増 しにゴミや張 り紙やたて看板

が 目に余 るよ うにな りま した。そ して、いつの 間にか落書きの被 害 も目立 ち始 めた

のです。アーケー ドを支えるポール にはサイン状の落書 きが、そ して空き店舗のシャッ

ター には絵 の よ うな乱暴な落書 きが描かれ始 めま した。私 がかつて働 いていた銀行

のあた りも落書 きの被害 をかな り受 けていま した。 この状態 に私 の年老いた父 は、

「これ では駅 に行 くにのも、買い物 に行 くのに も落書 きを見 な くてはな らず 、憂轡

だ」 と嘆 くよ うにな りま した。
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落 書 きを 日々見なが ら生活 してい る うちに、つい にこの落書 きだけは ど うして も

我慢 ができない とい う特別 目障 りに感 じるものが現れま した。それは スターモール

商店街 の中心の交差 点にあるポール に描 かれた 日本語 の落書 きで した。 その交差 点

には信 号があ り、信 号待 ちの時 はその落書 きが ど うして も目について しまい気分 が

悪 くな る程 で した。 で も、私が こんなに も落書 きに不快感 を抱い て苦 しんでい るの

に、周 りの人た ちは全 く関心がない よ うなので不思議 で した。 とくに小 さな こども

を 自転車に乗せ てい るお母 さんた ちが、ちっ とも落書 きを気 に していない様子 には

驚 か されま した。 自転 車に子供 を乗せ て信号待 ちをす ると、落書 きが子供 のす ぐ目

の前 に くるのに、そんな ことはおかまいな しとい った風 だったか らです。

2.気 持 ちの変化

こんな光景 を毎 日目に してい る うちに、だんだん と落書 きを気 にす る私 がおか し

い のだろ うか と不安 になるほ どで した。 で も、父に相 談 してみ る と、 「どこに、 ど

うい う落書 きが描いてあ るか覚 えて しま うほ どだ」 と、父 も落書 きが気 になって仕

方 な く感 じてい るこ とが分 か りま した。落書 きを見 るにつれ て、次第 に他人 の もの

を我 が物の よ うに汚す 「落書 きをす る行為」 を 「許せ ない行為」だ と怒 りす ら沸い

て きま した。で もそ の半面 で、 「落書 きを した人」 に対 しては 「気 の毒 」だ とい う

思いが あ りま した。 人間は もとも ときれ いな ものを好 むはず だ と勝 手に思 い込 んで

いたせいか、公共 の物 な どを汚 くして満足 を得 る人た ちは、 よほ ど心 に 「満 た され

ない思 い」 を持 ってい るのだろ うと複雑 な心境 にな りま した。

す ると、落書 きに対 しての 「怒 り」の矛先 が、次第 に 「落書 きを許 してい る大人

たち」 に向かいま した。それ は 自分 自身 を含 めた大人た ちです。私た ち大人はみん

な この落 書き問題 に関わってい ると思いま した。 だか ら、無 関心 でいて はい けない

し、大人 としての責任 を果たすべ きだ とも思いま した。で も、そんな偉そ うな こ と

を思 っていた一方で、 「いつかは誰 かが消 して くれ るはずだ」 とい う期待 もあ りま

した。 これだ け汚いのだか ら、 きっ と市役所 が動 き出 して消 して くれ るにちがいな

い とい う思い もあったのです。

そ して、その落書 き消 しが行 われ るのはきっ と、300万 人 もの人 出で賑 わ う七夕

祭 りの時か も知れない と思い始 めま した。 そ う思 うとその年 は例年 よ りお祭 りが来

るのが待 ち遠 しくな りま した。ついに待望 のお祭 りが来 た ときには、 この時 とばか

り飾 りを見 るの と同 じくらい熱心 にポールや シャ ッター の様子 を観察 しま した。で

も、露店が立ち並んだ り、飾 りが付 けられ た りして、あいに く見 えず 、はや る気持
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ちを抑 えてお祭 りが終 るの を待 ちま した。 しか し、期待 をふ くらませ て行 ったお祭

り後 の商店街 には信 じられない光 景があ りま した。 落書 きがなん と手付かず にその

まま残 っていたのです。 この時、現実 の厳 しさを思い知 り、ぼ う然 として しまいま

した。

七夕祭 りの時で さえ落書 きが消 され ない となる と、 「誰 が」、 「いつ」、落書 きを消

す のか とい う疑 問が沸 くの を感 じま した。す っか り意気消沈 して しまい、七夕祭 り

が終 わって半年 くらい は落書 きについて考えない よ うに と我慢 を始 めま した。 しか

し、暮れが近づいた ころ、我慢 は次第 に 「行政 に対 しての苛立ち」に変わ りま した。

「税金 は一体 どこに使 われてい るのか」 と思い始 めたのです。

この頃、私 は会社 を辞 めて 自宅で英語 を教 えた り、米 国公認会計士(CPA)の 資

格 を取 るための勉強 を した りしていま した。そ んな ある 日、 「市長へ の手紙」 とい

うもの を市役所 で見か けま した。 それ は所定の用紙 に意見や要望 を書 いて送れ ば行

政 が検討す るとい うものです。私 は さっそ く 「落書 きを消 して欲 しい」 と要請す る

ことを思い付 き、父 に相談 しま した。す ると、落書 きが気 になる と言 っていたはず

の父 の顔色 は変 わ り、お上にたてをつ くよ うなこ とを してはい けない」 と猛反対 し

始 め ま した。理 由を聞 く と 「そ っ としておいた方 が111=:111iだ」 と言 うのです。 私 は

「お上なんてい う考 えは今 の時代 には通用 しない し、落書きが消 されない責任 は黙 っ

ている私た ちに もある」 と父 を説得 しま した。

その うち用紙 に市役 所の電話番 号が書いてあるの を見つ けたので、電話 をかける

ことに しま した。父は 「お上が … 」 とお ろおろ しなが ら電話 口までや って来て、

これか ら話 が ど う展開す るのか と私の ことを じっ と見守 ってい る様子 で した。

市役所 に電話 をか けて事情 を話 す と 「係 りの人 に回 しますのでお待 ち下 さい」 と

言 われ ま した。 しば らくして電話 に出た人 にまた事情 を話す と、今度 は 「担 当が違

うので」 と言われ、再び電話 を回 されま した。や っ と担 当者 に電話 がつながったの

で 、辛抱強 くまた 同 じよ うに事情 を話す と、 「状況 は分か りま したが、市役所 は、

落書 きなん かは消 しません し、落 書 き消 しをや って いるボ ランテ ィア団体なんかは

ないんです よ」 とい う答 えが平然 と返 って きま した。 あま りにそ っけない回答に拍

子抜 け して しまいま したが、 これ で引き下がった らこの先 もず っ と落書 きを見なけ

ればな らない とい う思 いに駆 られ て、思い切 って 「落書 きけ しの仲間 を集 める方法

を教 えて くだ さい」 と尋ねてみま した。 しか し、返 って きた返事 は 「仲間なんかは

そ うそ う簡単に見つ かるもんではないんです よ」で した。 この返事 を聞いた時には

さす がにカチ ンときて しまいま した。父 も予想外だ ったのか、この結果 にあっけに
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取 られていま した。 も うこれでお終 りか と思 った時に、 「も し良かった ら、市役所

に市 民活動推進課 があるか ら来 てみ て くだ さい」 と言 って くれま した。私 は翌 日、

一縷 の望み を持 って平塚市役所 に出向きま した。

市役所 の市民活動推進課 を訪れ ると、応 接間の よ うな ところに通 され ま した。市

役所 に こん な部屋 があったのか と物珍 しそ うに してい ると、職員の方 の説 明が淡 々

と始 ま りま した。 その説 明を聞い て、 「行 政 とは こんなに も市民か ら遠 い ものだっ

たんだ」 とい うことを初 めて思い知 りま した。

話の 内容は こ うです。①行政 の財政 は 「予算 」で成 り立 っていて、 「予算」 は会

計年度 の初めに組 まれて しま うので期 の途 中で変更はできない。②予算 は 「市役所」

が決 めるのでは な くて、 「議 会の議員 」 が決 めるので 「市役所 」は関わ る ことは出

来 ない。③ ボランテ ィア団体 はた くさんあ るので、 「落書 き消 しだ けに協力 はでき

ない」 とい うこ とで した。 よ くよ く聞いてみれ ば、 あれ も出来 ない これ も出来ない

とい うだ けの説 明で した。

では一体 ど うした らよい ものか と途方 に暮れてい る と、職 員 の方が藤沢 市で行 わ

れた落書 き消 しの新聞記事 を1枚 くれ ま した。 そ して、 「今 週末 に忘年 会 があ る平

塚のボ ランティア団体 が あるので、そ こにで も行ってみ た らど うですか?」 と言 っ

て連絡先 もくれ ま した。 その忘年会 にはNPO(民 間非営利組織)を 立 ち上げた り、

様 々な活動 で中心的な役割 を担 った りしている方た ちが集 ま るとい うのです。

藁 に もすが りたい気持 ちにか られた私 は、 もらった新 聞記事 を片手 に忘年会に参

加 を し、その記事 を見せ なが ら 「駅前商店街 の落書 き消 しを しませ んか?」 と声 を

か けてみま した。今 か ら思い返せ ば忘年 会の参加者 たちは、突然や ってきた よそ者

が落書 き消 しの話 をす るので、 さぞか し驚いた ことだろ うと思います。 で も、大 き

なス トーブを囲みなが ら飲んだ り食べた り、 ギター の音 にあわせ て和や かに歌 った

りしてい る最 中に、そんな話 をす る私 を、みんなは 「す ごいですね、頑 張って くだ

さいね」 と笑顔 で迎 えて くれ ま した。 しか し、残念 だった ことは、最後 まで居残 っ

た のに、 「では、一緒 にや りま しょ う」 と言 って くれ る人が誰 も現れ なかった こと

です。その ことについて嘆いてい る と、突然 、私 の前 にいた50歳 ぐらいの男性 が、

「あなたの もの の頼み方 は間違 っているんです よ」 とお説教 めいた話 を し出 したの

です。初対面なのにすいずん失礼 なこ とを言 う人 だな と眉 をひそめたい気分 にな り

ま した。 でも落書 きを消 したい とい う気持 ちの方 が勝 っていたので、そ の人の話 に

耳 を傾 けま した。 じつ は、 この人 との出会いが私 の運命 を変 える出会い となったの

です。
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後か ら聞いた話に よると、建 築の専門家だったその人 は、大事故 にあって車椅子

の生活 を余儀 な くされたそ うです。 で も、一命 を取 りとめた とい う感 謝の念か ら、

突然の運命 を逆 に活 かそ うと決 め、高齢者 な ど体 が不 自由な人 たちのた めの住宅設

計 を手がけるNPOを 自力で立 ち上げたのだそ うです。

彼 はそ の 日、 自分の体1か ら学んだ コツを2つ 教 えて くれ ま した。1つ は人に も

のを頼む ときに使 う言葉使 いで した。人 に何か をや って もらいた い場合 は、 「なに

なにを して くだ さいませんか?」 と言 うのはダ メだそ うです。 そ うい う場合 には

「なになにを させ て下 さい」 とい うのだそ うです。 そ して、 も う1つ は、仲間を見

つけ る方法で した。 落書 き消 しの仲 間を見っけたいのな ら、まずは 自分1人 で落書

きを消す とい う 「行動 を取 ること」だ とい うのです。1人 で行動 してい るといつ の

間にか仲 間が出来 るものだ、 との こ とで した。

これ らのコツを聞いてなんだか 目の前がパ ッと明る くな るよ うな思いにな りま し

た。 そ して、その人 の言 った 「行動 を取 ることだ」 とい う言葉 に背 中を押 され勇気

をもらった よ うな感 じが したのです。

3.1人 で行動をとる

忘年会で も らったア ドバイスに従 って、 さっそ く行動を取 るこ とに しま した。ま

ず は1人 で落 書 きを消すために、近所のペ ンキ屋 さん を訪れ 、 「落 書 き消 しの道具

を売 って下 さい」 と頼みま した。ペ ンキ屋 の社 長夫婦は私 の話を聞いて最初はあっ

けに とられていま したが、その うち若 い社員た ちを呼び寄せて、熱心 にカ タログを

見せ て くれ た り、道具や溶剤 の説 明を して くれ た りしま した。 その後 、何度 も店を

訪れ る私 に、 「これ じゃあ、 あま り商売 にな らな いね」 と言いなが らも、お店 ぐる

み で応援 を して くれ ま した。

次 に訪れ たのは藤 沢市、湘南台の市民セ ンターで した。 グループで の落書 き消 し

の体験 談を聞 こ うと、平塚市役所 で もらった1枚 の新 聞記事 をたよ りに湘南台公 園

で落書き消 し活動の 中心役 を務 めたセ ンター長 さんに会いに行 きま した。セ ンター

長 さんは忙 しい仕事の合 間に私 のために手を止めて、親切 に応対 を して くれ ま した。

セ ンター長 さんの人柄 が素晴 らしく、心温まる経験 とな りま した。

その後 は、毎 日の生活 で仲 間づ く りのため1日 あた り5人 に落書 き消 しの話 を し

よ うと目標 をつ くり、近所の人 たちや、お店 の人た ちな どに話 しか けて、落書きの

こ とについてみんなに もっ と気 にかけて もら うよ うに しま した。最 初の うちは反応

が あま りな く、 「いい ことです ね」 と言 って くれ る人がたまにいる く らいで した。
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しか し、その うちに 「落書 きなんかを消 した ら殺 され ちゃ うわ よ」 とか、 「みんな

で落書 きを消す なんて平塚では絶対 にム リなんだか ら」 な どとい う人が出て きま し

た。 その理 由は と聞い てみ る と 「なん とな く危 なそ うじゃ ない」 とか、 「平塚 の人

は他の場所の人 と人間 自体が違 うの よ」 な ど根拠 がない ものばか りで したが、そ う

い う話 を聞 く度 に私 がや ろ うとしてい るこ とは間違 っているのか も知 れない と動揺

したもので した。

でも、マイナスの こ とはすべて 「解決すべ き宿題 」 と してメモ を とりrす ぐにプ

ラス思考に切 り替 えて、その後 もい ろいろな人た ち と話 を続 けま した。す る と次第

に、 「この ことだ った ら、 あの人 が良 く知 っているよ」 とか、 「あそ このお店にい く

と情報が もらえるか ら紹介 を して あげ るよ」 とい う人たちが現れて人の輪が徐 々に

広 が りま した。 その よ うな中、近所で塾 を開いてい る先 生が、詳 しい話 を聞 きたい

と他 の知人 とともに私の家 に来て くれ ま した。 この先 生たちが最初 に私の話 に熱 心

に耳を傾 けて くれ た人で した。熱 心に話 を聞いて くれ た人 たちの存在 が あ らたな 自

信 につながって行 くの を感 じま した。

私は、外国に長 く住んでいたこ ともあって、 日本語 がす らす らと出て来な くて引っ

込 み思案になってい ま した。 でも、落書 き消 しを したい とい う一心で、 どん どん と

多 くの人たち と関わ るよ うになる と、だんだん と人 と関わ ることの楽 しさが分かっ

てきて、積極的な性格 に変わってきた こ とに気がつ きま した。

こんなある 日、 「行動 をす る こと」の大切 さを教 えて くれた人 が、清掃会社 を経

営 している友人 を紹介 して くれ ま した。清掃 のプ ロのマ ンツーマンの落書 き消 しの

指導は願 って もない有 り難い ことで した。彼 が平塚 に駆 けつ けて くれ た 日は身 を切

る よ うな冷たい風 が吹いていた上に、あい にく風邪 を引いて辛そ うで したが、それ

で も嫌な顔ひ とつ 見せず、駅前商店街 を歩 きなが ら、 さま ざま な素材 に描 かれ た落

書きの消 し方 を1つ1つ ていねい に教 えて くれたので した。私 は彼 の手 に掛 かって落

書 きが次々 と消 えてい く様子 を 目の 当た りに して、話 だけで知 ってい るこ とと、実

際 に見 ることには大 きな違 いがあ り、ま さに百聞 は一見に しかずだ と思いま した。

私 は感謝 の気持 ちで一杯 にな り、 ど うお礼 を した ら良いのか と迷 って しまいま し

た。 す る とその人 は私 の気持 ちを察 して くれた のか、 「僕 は災害時 に仲 間 と一緒 に

オー トバイで救援物資 を運ぶNGOの メンバ ーなんです。 お役 に立 てて嬉 しいのは

こち らの方です 」 と自らの活動の話 を して くれ ま した。そ の話 を聞いて、 自ら進 ん

で人の役 に立 とうとす る彼 の姿勢 に強 く心 を打たれ ま した。

この 日はた くさんの ことを教 えて もら うこ とが出来 、今 までの知識 を整理す るこ
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とも出来 ま した。 ま ず 、第1は 必 需 品 の こ と。 落 書 き を消 す た め に は、最 低 で もマ

ス ク、手 袋 、 ブ ラシ 、溶 剤 、 ボ ロキ レ、小 分 け ビ ン とい う道 具 が必 要 だ と教 えて も

らい ま した。 第2は 落 書 き と一 口 にい っ て も、 書 か れ た 素材 や 色 な どで 消 し方 が違

うこ と。 第3は 落 書 き に は種 類 や 意 味 が あ る こ と。 そ して第4は 、…落書 きを消 す た め

に は まず 落 書 きが か かれ た もの の所 有 者 を見 つ け て 、そ の所有 者 の許 可 を も らわ な

けれ ば な らない こ とです 。 教 えて も らっ た こ とはす べ てカ セ ッ トテ ー プ に と り、 後

に何 度 も聞 き返 しな が ら、本 当 に有意 義 で素 晴 ら しい1日 だ った と思い 返 しま した。

そ の後 、 他 の方 た ちの ア ドバイ ス で 、 グル ー プ で消 す た めに は、① 「組 織 づ く り

の方 法 」、② 「資 金 づ く りの方 法 」、③ 「街 を元 気 にす るま ちづ く りの方 法 」一 これ

ら3つ の こ とを知 っ て お くべ きだ と分 か りま した。 落 書 き消 しを通 じて社 会 の しく

み とか 、人 間 の 心理 とか 、平塚 市 の こ と とか 、 ま ちづ く りの こ とな ど、た く さん の

こ とが分 か る よ うに な る と、 な ん だ か もっ ともっ とい ろい ろな こ とを知 りた い と思

う好 奇 心 が 沸 い て く るので した。

落 書 き消 しの原 動 力 は、最 初 の うち は どち らか と言 えば 「怒 り」や 「苛 立 ち」 と

い っ たマ イ ナ ス の気 持 ちで した。 で も、た く さんの 人 に巡 り合 い 、情 報 が集 ま るに

つ れ て 、い つ の 間 に か 「楽 しい」 とか 「面 白い」 とい うプ ラスの気 持 ちが原 動 力 に

変 わ りっ っ あ る こ とに気 付 きま した。 そ れ らの気 持 ちの根 底 に は常 に ロン ドンで感

動 した 体験 だ とか 、 平塚 市 へ の思 い だ とか 、 自分 が公 共 心 を もって い る 日本 人 だ と

い った アイ デ ンテ ィテ ィが あ った の だ と思 われ ます。

道 具 にっ い て は次 の よ うな 自分 な りの研 究 を して 、 どの よ うな ものが ボ ラ ンテ ィ

アの 落 書 き 消 しに 向 いて い る のか を見 定 め る こ とに しま した。 そ して、道 具 が ほ ぼ

そ ろ った あ る 日、 思 い切 っ て駅 前 商店 街 の落 書 き消 しを 実際 に行 うこ とに決 め ま し

た。 い ざバ ケ ツ に落 書 き消 しの道 具 を入 れ て 目的 の場 所 に 向か うと、胸 が高 鳴 りま

した。 商店 街 の理 事 長 さん か らは 、 あ らか じめ商店 街 の落 書 きを消 して も よい とい

う許 可 を も らって い ま した。 そ の許 可 を も ら う時 に も 自分 が な ん だか とて も大 胆 な

こ とを して い るの で はな いか と感 じられ て ドキ ドキ しま した。 ま た、 ま った くの 素

人 の私 に落 書 き消 しの許 可 をす る こ とに 、理事 長 さん 自身 もか な りの責 任 を感 じて

い た の で は と思 う と、 あ りが た い と思 う気 持 ち と申 し訳 ない と思 う気 持 ちが 入 り混

じっ た心 境 にな りま した。 不慣 れ な手 っ きで初 め ての 落 書 き消 しを して い る と、私

に気 付 かれ ない よ うに、近 くの薬 局 で働 い て い た薬剤 師 さん が心 配 そ うな面 持 ちで

そ っ と私 を見 守 っ て くれ てい るのが わ か りま した。 そ の 人 の姿 が 目に入 った 時 に は

じ一 ん と した もの です 。
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「ボランテ ィアは仕事 じゃないか ら気楽でいい」 と聞いた こ とがあ りま したが、

初 めて落書 き消 しを行 った時の心境 は不安 とい う波 が押 し寄せて くる といった感 じ

で、気楽 なんてい うものでは決 してあ りませんで した。落書 きを消 してい る間は孤

独で泣 きたい よ うな、逃 げ出 したい よ うな気持 ちで した。 こんな気持 ちは今 まであ

ま り味わった こ とがあ りません。 どうしてそんな気持 ちになったのか を後で冷静 に

考 えてみた ら、 きっとこんなこ とではないか と思 えて きま した。私が毎 日行 ってい

る ことは 「安全 な こと」、つ ま り 「最初 か ら結果 が分 かってい るこ と」 ばか りでは

ないか とい うことです。 だか ら、安全 な レールか らはずれ るよ うな 「結果が分か ら

ない こと」 を行 った こ とで、 「未知 とい う不安」 が襲 いかか って きた のだ と思 いま

す。

初 めての落書 き消 しの結果 は、商店街 の理事長 さんやペ ンキ屋 の方 々が、優 しく

ほめて くれま した。で も、家 に帰 って父に話す と 「心配だか ら見 に行 って来 る」 と

言 って出か けて しまいま した。 そ して、帰って くるな り 「消 したあ とがあま りに汚

す ぎ る。 あれ では逆 に汚 して しまったよ うな ものだ」 とはっき り言 うのです。

その言葉 に頭 をガー ン とたたかれ たよ うな気持 ちにな りま した。そ の晩 は眠れそ

うもなか ったので、懐 中電灯 を持 って とぼ とぼ と落書 きを消 したあ とを見に行 きま

した。 あ らた めて、落書 きを消 した ところを見てみ ると本 当に汚 くて我 なが らび っ

く りしま した。 「大失敗 」 した ことが分か り、情 けな くて暗い気持 ちで一杯 にな り

ま した。 で も気持 ちを落 ち着 かせて、 目をそむ けたい とい う思いにか られ た失敗 し

た ところを じっ くりと観察す る ことに しま した。 こんな時は、何がい けなかったの

か とか、 どうすれ ばもっ ときれ いに消せ るのか と考 えることが一番 だ と自分に言い

聞かせ ま した。 しば らくそ こにたたず んで い る うちに、気 持 ちが前 向きにな り、

「もっ ときれ いに消せ る方法 があ るはず だ」 と思 えるよ うにな りま した。 そ う思 う

と、 「もっ と腕 をみがいて、 もっ ときれい に消せ るよ うにな りたい」 とい う気持 ち

が心の底か らじわ りと沸いて くるのを感 じま した。

落書 き消 しの実践は孤独 との闘いで したが、それ とは対照的に情報収集作業 は、

た くさんの人 たちに支 えられ ま した。情報 を くれた人たちは、明 る くて気 さくな人

ばか りで した。電話の応対 も丁寧で、今 の世 の中にもこんなにも親切 で しか も人 間

味のある人たちが実際 には大勢 いるのだ とい うことに気付 かせて くれ ま した。 そ し

て、人助 けをす る人たちに触れ るたびに、その人たちが持つ 「心の豊 か さ」が伝わっ

て くるよ うな感 じが した もので した。

イ ンターネ ッ トや メー リング リス ト(ML)も 積極 的に使 って意 見交換 を しま し
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た。 落 書 き消 しの様 々な こ とが分 か っ た 時 点 で 、実 に 多 くの人 た ち との 出会 い が あ

りま した。 出会 った 人 た ち は私 の 「普 段 の 生活 」 で は とて も 自分 とは 関わ り合 う接

点 が 見 つ か りそ うも ない よ うな人 た ち ば か りで した。

あ る 日、 メー ル を 開い て み る とま ちづ く りの先 輩 か ら 「関西 ペ イ ン ト(平 塚 工場)

に も声 を み た ら」 とア ドバ イ スが届 い て い ま した。 さっそ く どん な ものか と電 話 を

掛 けて 落書 き消 しへ の興 味 を尋 ね て み る と、社 員 の方 は今 す ぐに落書 き を見せ て欲

しい とタ クシー を飛 ば して 商店街 に来 て くれ ま した。 そ して 、 一緒 に商店 街 の落 書

き をつ ぶ さに見 て 回 った後 は 、 グル ー プで 落 書 き消 しを した い とい う私 の話 に じっ

く り と耳 を傾 けて くれ た の です。 私 は 「企 業 の 目的 は利 潤 追 求 だ け」 だ と思 い 込 ん

で い た の で一 連 の対 応 を不 可解 にす ら感 じま した が、 そ の疑 問 はす ぐに解 消 しま し

た。 関西 ペ イ ン トの社 員 の方 は こん な こ とを教 えて くれ た の です 。

「今 の時 代 は 、企 業 は地 域 に貢 献 して 、 地域 ととも に生 き延 び てい く、そ うい う

時代 な ん です よ」 と。 こ の話 を聞 いて 「企 業 の社 会 的 責任 」 とい う新 聞 で見 か けた

言 葉 を思 い 出 しま した。 そ して 、実 際 そ の こ とを実 践 しよ うとす る志 を持 った企 業

が地 域 に あ る こ とを頼 も しい と思 い ま した。 で も、 この 時点 です ぐに協力 をい た だ

くまで に は至 らず 、私 は再 び ひ と りぼ っち の行動 を続 け な くて は な りませ んで した 。

そ の 間 、 ど うした ら もっ ときれ い に消せ るの だ ろ うと、 い ろ い ろ と実験 して い る う

ち に手 のひ らを化 学火 傷 して しま った り、 自分 が とん で もな い こ とを しで か して い

る ので はな い か 、 とい う不 安 でつ ぶ され そ うに な った りも しま した。

お ま け に、 この頃 か ら私 の こ とを批 判 しは じめ る人 た ちが 現 れ ま した。 一部 の人

た ちは 私 の こ とを 「外 国帰 りの変 わ り者 」 とか 、 「出羽 守(で わ のか み)」 と呼 び 始

めた の です 。 そ れ は きっ と、私 が ロ ン ドンで は落 書 き消 しが成 功 した とか 、藤 沢 で

は落 書 き消 しに350人 が集 ま っ た な ど と、 「～ で は、～ で は 」 と連 発 した こ とが原 因

の よ うで した。

こ うい う批 判 の 声 を 耳 にす る につ れ て 、 い よい よ 自分 は周 りの人 た ちか ら試 され

て い る と感 じる よ うに な りま した。 落 書 き消 しの グル,,プ をつ くる と言 い 出 した言

い 出 しっぺ が本 当に有 言 実 行す るのか と、周 りの人 た ちの 目が厳 しさを増 して き た

よ うに感 じ られ ま した。 そ の た め 、た とえ壁 にぶ つ か っ て も、決 して あ き らめ る こ

とは 出来 な い とい うプ レ ッシ ャー が か か り、孤 独感 が 更 に募 りま した。

私 が ど うして も消 した い と思 って い た落 書 き は、人 通 りの多 い ス ター モ ール 商 店

街 に あ る 白や 茶 色 のポ ール に描 かれ た 「サ イ ン状 の落 書 き」 で した。 しか し、大 き

さが縦50セ ンチ横25セ ン チ く らい の もの を い くつ か消 してみ て初 めて1つ 消 す の に
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平均40分 もの時 間がかかる ことが分か りま した。おま けに作業 は考 えて いた よ りも

はるかに重労働 だ とい うことです。消 し終 わった ときはいつ もへ とへ とで した。 ま

た 、費用 にっいては落書 き1つ あた りお よそ500円 が掛 かるこ とも分 か りま した。

落書 きは、1つ で も消す ことが大変 なので、一体い くつあるのだ ろ うと思 い、 ざっ

と数 えあげた ところ、茶色 いポール に約60個 、 白ポール には約40個 で、合計で100

個以上 もの落書 きがス ターモール 商店街 にあ るこ とが分か り、い っぺん に気 が遠 く

なるのを感 じま した。 自分が しよ うとしてい るこ とが突如 、大それた ことに感 じら

れ て、思わず道路 に座 りこんで しまいま した。

道路に座 って改 めて商店街 を見渡す と、長 く続いてい る商店街 の端の ほ うまでず

らりと落書きがある様子 が一望 できま した。 こん なに もあったのか と気付 くと、1

人 で全部消す なんて とうてい不可能だ と悟 りま した。それ と同時 に、 グループで落

書 き消 しをす るために解決 しな くてはな らない問題 が 山積 みになった ままで あるこ

とに気付いて、 ピンチが訪れた よ うな感 じにな りま した。頭 の中は大混乱 しま した

が、そ うい う時は頭の中を整理す るため紙 に書 き出す ことが良い と聞いた ことがあっ

たので、その晩 は机 に向かって これ まで取ったメモ に 目を通 しなが ら、解決 しな く

商店街 の シャッターな どにも心な い落書 き
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てはな らない問題 をノー トに1つ ひ とつ 書 き出 しま した。書 き上げてみた ら問題 は

だいたい次 の よ うにな ることが分か りま した。

グルー プでの落書 き消 しをす るにあたって解決 しなけれ ばな らない問題

① 参加者 が怪我 を した場合 の補償 ボ ランテ ィアに も保 険制度はあるのか?

② トルエ ンの保管場所(可 燃性 が高 い危険物 で、 しか もオ ロナ ミンCの ボ トル

1本 分 で数千 円 ぐらいの市場価値 があ るとの ことで盗 まれ る可能性 も高い。)

③ 落書 きを消 した ら仕返 しを され るな どの危険が伴 う可能性 につ いて(落 書 き

は暴走族 な どの縄 張 りに関係す る とい う説 もあるか ら)

④ 体に有害 な溶剤 を吸い込 まない方法

⑤ 再発す る とした ら、落書 きを消す意 味が あるのか?

⑥ 「平塚市 の人はのんび りしている、問題意識 が薄い」 と言われ ている中で、

仲 間を集 める方法

⑦道具や溶剤 な どの購入資金 を集 める方法

⑧ 歩行者 の安全を確保す る方法

この よ うに、 問題 は い くつ もあ りま したが 、 それ で も ど うして も落書 き をみ ん な

で 消す こ とが出 来 た らとい う思 い に揺 る ぎ は あ りませ ん で した。 あ き らめず に 問題

の解 決 方 法 をひ とっ ず つ 探 って い こ うと決 め、 「ど うし よ う」 とは 悩 まず 、 「ど う し

た らよいの か 」 と考 え る よ うに しま した 。 そ して 問題 を解 決 す るた め、以前 訪 れ た

こ との あ る人 の とこ ろに 再 び 足 を運 ん だ りしな が ら、 「ピ ンチ は チ ャン スだ 」 とい

う言 葉 を 自分 自身 の励 ま しに しま した。 す べ て の 問題 を解 決 す る に あた って は結 局

2ヵ 月 も掛 か っ て しま い ま した が 、 「解 決 の手 が か り」 は 、 い つ も私 に手 を さ しの

べ て くれ た 人 た ち が持 って い た こ とが分 か りま した。 そ の人 た ちは私 が前 を向 いて

進 ん でい っ た こ とで 、 巡 り出会 えた 人 た ちで した。 私 は多 くの人 た ちに 「助 け て も

らった 」 の です 。

解決 しな くて はな らない問題 の解決策

①参加者が怪我 を した場合の補償 … ボランティアにも保険制度 はあるのか?

【解決策 】平塚市役所 の市民活動推進課 よ り回答が あ りま した。 ボランテ ィア

保 険 を市役所の予算 で掛 けて も らうことが可能 だ と分か りま した。以前 はあれ

もこれ も出来ない と言 っていた市役所 で したが、私が具 体的な内容の相談 をす
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る と、それ に応 じた回答 を的確 に して くれ ま した。

② トルエ ンの保 管場所(可 燃性 が高い危 険物 で、 しか もオ ロナ ミンCの ボ トル

1本 分 で数 千円 ぐらいの市場価値 が ある との ことで盗 まれ る可能性 も高 い。)

【解決策】商店街 の文房具屋 さんが安全な場所の提供 をして くれ ま した。 また、

落書き消 しの道具のために鍵がかかる倉庫 も貸 して もらえることにな りま した。

③落書 きを消 した ら仕 返 しを され るな どの危険 が伴 う可能性 につ いて(落 書 き

は暴走族 な どの縄張 りに関係す るとい う説 もあるか ら)

【解決策 】落書き消 しを成功 させ た高校 の先生方 とのお話か ら回答 を見っ けま

した。落書きを描 く人たちは意外 と気が小 さい とのことです。大勢 の人がグルー

プで落書 きを消 してい るこ とをマ ス コミやポスター な どで知 る と怖 くなって 自

ら進 んで落書 き消 し活動 に参加す る傾 向もあるのだそ うです。 落書 き消 しに賛

同す る団体名 を連 ねて報道す ることの効果は抜群 だ とい うこ とを教 えて くれ ま

した。

④体 に有害な溶剤 を吸い込まない方法

【解決策】落書 き消 しを成功 させ た藤 沢の市民セ ンター長のお話 か ら解決 の手

がか りを見つ けま した。原始 的な方法ですが、風上 で活動 した り、 うちわや扇

風機 を使 った りす ることで、吸引の可能性 を小 さくす ることが出来 るそ うです。

また、交代制 に して1人 当た りの作業時間 を短 くす る ことも効果 的だ との こと

です。 また 、関西ペ イン トか ら危 険物取扱免許 を持 った社員の指 導や マス クの

提供 を して頂 くこ とが可能 にな りま した。

⑤再発す ると した ら、落書 きを消す意味があるのか?

【解決策】落書 き消 しを成功 させた高校 の校長先生のお話 に回答 を見っ けま し

た。生徒た ちの落書 きを消 しぬいた結果 、最終的 には落書 きの再発がゼ ロになっ

た とい う体験談 を話 して くれ ま した。再発 して も直 ぐに消せ ば再発率 は確 実に

低 下す る と太鼓判 を押 して くれま した。落書きを描 いた者 は 自分 が描 いた落書

きが消 され るこ とに恐怖 を感 じる心理 があるそ うです。公 共物 を汚す ことはい

けない ことだ と、大人 たちが 「言葉 」ではな く、落書 きを消す とい う 「態度」

で示す ことが大切だ との ことです。 また、銀座 な どのきれいな ところでは、落

書 きは描 かれ ない こ とが知 られてい るので、 ゴ ミや張 り紙 な どもな くしてみん

なで街 をきれ いに保て ば、再発 を防 ぐことは出来 る と教えて くれま した。

⑥ 「平塚 市の人はのんび りしている、問題意識が薄い」 と言 われて いる中で仲

間を どうやって集 めるのか?
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【解決策】平塚市 で実際 にNPOを 立ち上げた方々か らのお話か ら回答 を見つ け

ま した。 「常識 は破 るもの、変 える もの」だそ うです。 平塚市で もNPOを 立 ち

上 げて活躍 してい る問題 意識 を持 った方が大勢い るとの ことです。落書 き消 し

活動 と平塚市 で行 われ る様 々な活動 、例 えば福祉活動 、総合学習 、街 の行事、

大学生の活動 な どとの共通点を見っけて、それ らの活動範 囲に落書 き消 し活動

を組み入れ られ る よ うな工夫 をすれ ば、市民 の参加 を呼び かけることも出来 る

し、意識 を変 える ことが出来 るのでは との ことで した。落書 き消 しの 「効用」

にも着 目し、犯罪防止、防災対策な どに もよい影響 がある ことをア ピール した

り、 「まちお こし」 として市民の関心 を集 めた りす るの も1つの方法だそ うです。

でも、一番大切 なこ とは1人 で もいいか ら 「行動す る」 ことだそ うです。行動

すれ ば、仲 間は 自然 に集 まって くる との ことで した。

⑦道具や溶剤 な どの購入 資金 を集 める方法

【解決策 】他 の市民団体に属 している人 たちか ら、街頭募金、助成金 、郵便振

替用紙 を使 っての寄付金募集 とい う方法 でお金を集 めるこ とができると教 えて

も らいま した。道 具な どは寄付を して もらった り、借 りられ るものは極力借 り

た りよ うにす るこ とに し、寄付 を して くれ る先や 、道具 な どを貸 して くれ る先

を見つけま した。 また、落書 き消 しに賛 同 して くれ るお店 を見つ け、そのお店

の売 り上げの一部 を寄付 して も らうこととな りま した。

⑧ 歩行者 の安全は どうや って確保す るのか?

【解 決策】市役 所や商店街か ら、 「コー ン」 と呼ばれ る三角 の置物 を落書 き消

し活動 中に置いた らど うか とい う提案 が あ りま した。 コー ンは特別 に貸 して く

れ るとのこ とで した。 また、参加者 に誘 導係 になって も らうとい う案 もあ り、

誘導係 りの経験 のある人た ちの協力 を取 りつけることが出来 ま した。
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4.仲 間が うまれ る

.,むずか しい と思 われ たのは、実際 に活動す る仲 間をつ くるこ とで したが、意

外 な ことでそのきっか けをつかむ ことがで きま した。 それ は商店街 の方 が私 か ら何

度 も落書 きの話 を聞いてい る うちに 「落書 きが気 になる」 と、 「気づ いた こ と」が

始 ま りで した。 その方 は文房具店 の ご主人で した。つい に 「知 ってい る人 たちだ け

にで も声を掛 けて、落書 き消 しを してみ よ うよ」 と提案 を して くれ ま した。 「誰 も

来 なければ、そ の時 は2人 で消そ う、だめ もとでや ってみ よ うよ」 と言 って くれた

のです。 なん と頼 もしい発言 で しょ う。

私 は勇んで、知 ってい る人 たちに声 を掛 けて、実行 日の朝 を待 ちま した。それ は

2.月の終わ りに近 い 日曜 日で、始 ま りは10時 で した。 しか し、当 日の朝 になって突

然我 に返 り、 こんなに寒 い冬 のお休みの朝に落書 きを消そ うなんて思 う人 なんか本

当にいるのだろ うか とすっか り弱気 になって しまいま した。

そんな気持 ちでいた ので、遠 くか ら人影 がポツ リ、ポ ツ リと現れ て私た ちの方へ

歩 いて くる様子 が見 えた時は、信 じることが出来 ませ んで した。 あっ とい う間 に仲

間が3人 やってきて5人 にな りま した。3人 の うちの1人 はなん と私 のこ とを 「外

国帰 りの変わ り者」 と悪 口を言 っていた人 で、 も う1人 は厳 しい内容 のメール を私

に送 って きた人 で した。 その人た ちがわ ざわ ざ休みの 日の朝 に笑顔で 出て来て くれ

ま した。 人間の心理 は不思議 だ と思いま した。マイナスの関心 はプ ラスの 関心に反

転す る こともあ るのだ と分 か りま した。春休 み中の大学生 も来 て くれ て、最初の グ

ル ープでの落書 き消 しは5人 でスター トしたので した。

みんなに とって落書 き消 しは初 めて との ことだった ので、私 が先輩 として指導す

るこ とにな りま した。参加者 した人 たちは初対面 だったのです がその場 は和やかな

雰 囲気 に包 まれ 、活動す るに従 って 「手袋 の中がヌル ヌル になった」 とか、 「なか

なか落 とせ ない」 とか、にぎや かになって行 きま した。 「日本人 は恥ず か しが り屋

で、知 らない もの 同士ではあま り言葉 を交わ さない」 とよく聞 きます が、何 か1つ

の 目標 に向かってみんなで力 を合 わせ てい る時 は例外 なんだ な と思いま した。落書

きが消 える頃 にな る とい よい よ全員 の思 いが1っ にな って 、消 えた時 には思わず

「や った あ!」 とみ んなで手 を叩いて子 どものよ うには しゃいで しまいま した。 こ

の活動 を通 して初 めて、落書 き消 しは 「み んなで行 うと楽 しい ものにな るんだ」 と

い う思 いがけない発 見 を しま した。 そ して、 「達成感 は1人 で行動す る ときの何倍

もあ るこ と」 も。

ア ンケー トを取 った結果 、参加 者全員 が 「また参加 したい」 と書いて くれ た こと
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で 、 この た び の落 書 き 消 しは成 功 した と思 い ま した。 そ の 上 、 「ブ ラシ は力 が入 る

も のが い い の で は」 とか 、 「手 袋 は もっ と通気 性 が あ る もの が い い ので は」 とい ろ

い ろ な提 案 が 出 て き て アイ デ ア が ぐん と広 が った感 じが しま した。 「三 人 寄 れ ば文

殊 の知 恵 」 とい うよ うに、人 が集 ま る と知恵 も集 ま る もの な んだ と感 心 しま した。

ま た 、 グル ー プ で落 書 き消 しを して い る と、 「こん な と こ ろで何 や っ てい る の?」

と小 さな人 だ か りが 出来 、人 が人 を呼 ぶ こ とに も気 付 きま した。嬉 しい こ とに 「僕

に も落 書 きの 消 し方 を教 えて!」 と、瀬 戸物 屋 の 元気 なお じい さん も現 れ ま した。

ま た、 「写 真 を撮 って あ げ る よ」 と積 極 的 に写真 を撮 って くれ る人 も出 て き ま した。

これ で 、仲 間 は さ らに2人 増 え て合 計 で7人 とな りま した。

5.「 平塚 をみが く会」 の誕生

この体験 を通 して 自信がつ いたので、1ヵ 月後の3月23日 に20人 ほ どが入 る市 民

のための会議 室を予約 し、落書 き消 しに関心が ある人た ちを集 めて、 「み んなで落

書 き消 しを しよ う」 とい う集 ま りを開 くこ とに しま した。

この会議 の立案 と実行 にあたって は、 ある大企業に勤 めている ビジネスマ ンの理

解 と協力 が大 きな助 け とな りま した。 この方 は、会社 で はISO14001(環 境 マネ ジ

メン トシステム)の 審査な どの仕事 に携 わ り、私生活 では長年 にわたって地域活動

に貢献 してい る方 で した。現在 「平塚 をみが く会」の会長 を務 めて くだ さってい る

彼 の存在 は、市役所 の市民活動推進課 を通 じて知 ることが出来 ま した。 日本の ビジ

ネ スマン とい うと平 日は仕事 におわれて、休 日は家で ごろ寝を している 「会社人間」

とい うイ メージが常 にあ りま したが、彼 は違 っていま した。 これか らの社 会では、

「仕 事」 と 「家庭」 と 「地域活動 」の3つ のバ ランスを上手 に取 ることが理想的 と

され るのだそ うですが、彼 こそは誰 よ りも早 くこのバ ランスの大切 さを見出 して、

み ごとに実践 していた人で した。

会議の 当 日は肝心の参加者 が集 ま らなか った らと思 うと、不安 にな りま した。 しか

し、会議 が始 まる頃 には関西ペイ ン ト、市役所、商工会議所 、商店街 、市民団体 な

どか ら次々 と人 が集 ま って、用意 した席 はすべて満席 とな りま した。参加者 の中に

は市会議員や教師や小学生 もいま した。

参加者 が集 まる と今度 は会議が うま く進 まなかった らど うしよ うと不安 が襲 って

きま したが、会議 を開 くことに賛成 して くだ さった方 が会議 の進行 を非常にスムー

ズに行 って くれ ま した。私 は この時 も 「助 け られている」 ことを強 く実感 しま した。

会議 では、落書 きの写真 な どを参加者 の方 々に見 て もらい なが ら、落書きの被害
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のひ どさを訴 え、落書 きの意 味、種類、落書きを描 く人 たちの心理 、再発 の防止 の

仕方 な どの説 明を加 えま した。 あま り上手に話 が出来 だ とは思いませ んで したが、

「こんなに落書 きに こだわってい る人 を見 るのは初 めてだ」 とい う声が聞 こえて き

たので、一生懸命 さだけは伝 わった とい う手 ごた えを得 ま した。

話 の最後 に、2月 に5人 で行 った落書 き消 しの体 験談 を話 し、 「協働 しませんか」

と声 を掛 けま した。す ると、会議 はいろい ろな話題 で盛 り上が った末 に、 「落書 き

を消す会 を作 って落書 きを消 そ う」 ととん とん拍 子 に決 ま り、会 に名前 をっ けよ う

とい うこ とにな りま した。 「平塚 をぴ かぴ かに したい」 とい う意見 をきっかけに、

「平塚 をみが く会」 とい う名前 がiば れ る と、ユーモア あふれ る名前 にみ んなの顔

が思わず ほ ころんで しまいま した。

「平塚 をみが く会」が誕生 した経緯は以上の とお りです。最初 の会議 の場 でこ う

した会が 出来あがる とは思って もいなか ったので、最初 は戸惑いま した。で もだん

だん と 「平塚 をみが く会 」 は、立場 はバ ラバ ラで違 うけれ ども、 「平塚 をきれい に

したい とい うみんなの思いは一つ」で ある とい うことの象徴 とか、 「平塚 もそん な

に捨 てた街 ではない」 とい うこ との証 とか にも思 えて、会 が出来た こ とで感無量 に

な りま した。

会の出来 あが った過程 を知 って、 「行 き当た りばった り」 とい う印象 を受 ける人

がい るか も知れ ませ ん。 で も、新 しい ことを始 める時は、頭 だけで考 えていて もダ

メなよ うです。思 った とお りには事 は うま く運 ばない ばか りか、予想外 の出来事 に

対処す るた めにその場、その場 の対応が重要 にな ることが実際の体験 か らよ く分か

りま した。です か ら、何か新 しい ことを始め るために、大切 な こ とはその思い を持

ち続 けな が ら、 まず は 「行 動す る こと」、 そ して壁 にぶ ち当た って も、 とにか く

「あ きらめない こ と」ではないか と思いま した。 また、時には 「レール か ら外れ る

勇気」 も必 要だ とい うこ とも学び ま した。

Nr平 塚 を み が く 会 」 の 活 動

「平 塚 をみ が く会 」 とい う落 書 き消 しの会 が 出来 る と、活 動 の 目標 を作 ろ うとい

うこ とに な りま した。 会議 の ち ょ うど2ヵ 月 後 の5月20日 には 、 サ ッカー の ワール

ドカ ップ の た めナ イ ジ ェ リア ・ナ シ ョナ ル チ ー ム を平塚 に迎 え る ので 、 そ の前 に落

書 き を消す の は ど うか とい う具 体 的 な意 見 が 出 ま した。2ヵ 月 とい う期 間 は とて も

短 す ぎ る と思 われ たの です が 、み ん なの気 持 ち が1つ に盛 り上 が って い た の で 、 と

に か くや って み る こ とに決 ま りま した。
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会 議 の2週 間後 に は さっそ く、20人 ほ どが集 ま っ て、 ボ ラ ンテ ィア 団体 と して初

め て の落 書 き消 しを しま した。

1.初 めての落書 き消 し

「平塚 をみが く会」 として初 めての落書 き消 しは、素人 の私 が考案 した方法で試

行錯 誤 によ り行 われ ま した。溶剤 を吸わない よ うにす るため、団扇で あお いだ り、

参加者 を 「商店街チー ム」、 「女性 チーム」、 「若者チーム」な どの グループに分けて、

「早 さ」や 「きれ い さ」 をゲ ーム感覚 で競 い合 うこ とに しま した。 す るとま るで

「お祭 り」の よ うに和気藷 々笑 いが溢れ る活動 とな りま した。 なかなか消せ ない落

書 きには苦 労 しま したが、苦労 を共に した経験 によって、団結 しよ うと思 う気持 ち

が強まって、苦労が思いがけないプ ラスの効果 を生み出 しま した。

この 日は、活動後 のお茶のひ とときにもみん なで落書 き消 しの話 で盛 り上が り、

「商店街 チーム」や 「女性チーム」が競 い合 うよ うに落書き消 しに挑戦
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若 い方 た ち が 自分 た ち のネ ー ミン グは 「み が きた い(隊)」 がい い な あ と言 う と、

女 性 た ちは 、そ れ な ら私 た ちは 「き らめ きた い!」 「美 し くな りた い!」 が い い わ

ね と会 話 に弾 み がつ き ま した。 つ い で に退 職 を した 方 た ち に は 「光 りた い!」 「輝

きた い!」 とい う名 前 を こっそ りつ けた り しま した。

こ の 日の活 動 を通 して 、長 い 間意 見 が対 立 した ま ま 口を きか な か った 人 た ちが 仲

直 りを した と聞 きま した。 実 は 、地 域 の人 た ちが集 まっ て行 う落 書 き消 しには 、犯

罪 を 防い だ り、 災 害 時 に備 え て のネ ッ トワー クづ く りに な っ た り、青 少 年 の 育成 に

な っ た り とい くっ か の効 用 が あ る こ とを知 っ てい ま した が 、 そ の上 に、 昔 の お友 達

が 仲 直 りす るき っか けづ く りに も な る とは夢 に も思 い ませ ん で した。 こん な にた く

さん いい こ とが あ って 、お ま け に街 は きれ い にな るの だ か ら、落 書 き消 し活 動 っ て

す ご いん だ な あ と改 め て思 い ま した。

翌 日に は この 日の 活動 が思 い が けず 写真 入 りの新 聞記 事 とな っ てい ま した。 記 事 を

見 て は嬉 しくて 、 み ん な で喜 び をか み しめ ま した。 活 動 が報 道 され た こ とに よ り会

員 た ちの や る気 にい っ そ う弾 み がつ い て 、そ の 次 の落 書 き消 し活 動 の 時 ま で に 、落

書 き消 しに 関心 を持 つ人 た ちが 雪 だ るま の よ うに増 えて いた の で した。

2.2回 目の落書 き消 し

2回 目の落書 き消 し活動 は4月 の終わ りに行われ ま した。そ の時の参加者 は前 回

の3倍 近 くになっていま した。集合 場所 は私がかつて働 いていた銀行 の前で した。

この 日は車椅子の方や小学生 も落書 き消 しのための募金活動に参加 して くれま した。

落書 きを消 している最 中の募金活動 は効果抜群 で、 「落 書 き消 しに参加 を したい け

ど、時間がないのでせ めて募金 だけをさせ て下 さい」 と言 う人 も出て きて、1日 で

5万 円近 くも集 めるこ とが出来 ま した。

気付 くと以前 の落書 き消 しの活動 の際には1度 も姿 を現 さなかった私の父が募金

箱 の近 くに立っていま した。父 は 「落書 き消 しに参加 す るこ とは体力的 には無理 だ

か ら」 と言いなが ら、全部の募金箱 に少 しずつ何度 もお金 を入れ てい ま した。父 は

私か ら落書き消 しの話 をさん ざん聞いていたのでなん とか自分な りに参加 を したかっ

たので しょ う。 この 日は願 って もないこ とに、関西ペイ ン トか らは、特殊溶剤 の全

面的な提供のみな らず、危険物取 り扱 いの免許 を持 った専門家の派遣があ りま した。

これ はきっ と、前回の落書 き消 しの際の参加者 の苦 労 と熱意 が伝 わったせいで しょ

う。特 に若者た ちの活躍ぶ りには 目を見張 るものがあ りま した。

今回 は専門家の人たちを中心 として落書 き消 しのチー ムを編成 した ことによ り、
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参加者全員 が、専門家 か ら落 書 き消 しの仕方 を直接指導 して もらえるとい う貴重な

体験 を得 るこ とが出来ま した。 そ して、 この 日は、提供 を頂 いた魔法の よ うに落書

きを落 とす特殊溶剤 とやる気 に満 ちた参加者の根気 が相まって、あれ程た くさんあっ

たスターモール商店街 の落書きを全て消 して しまったので した。 こんなに早 くスター

モール商店街の落書 きが無 くなって しま うとは誰 も予想 していなか った と思 います。

ま さにハ ッピー ・サプ ライズの1日 で した。

3.3回 目の落書き消 し

3回 目の落書 き消 しは、パ ール ロー ド商店街 の空 き店舗 のシャ ッターに描 かれた

落書 きを消そ うとい うことにな り、 ゴールデ ンウィーク中に活動が行われ ま した。

この期 間は通 りがか りの人 な ど誰 もが手軽 に参加 が出来 るよ うに とその場 で 「落書

き消 し講座 」 を開いた り、道 具の貸 し出 しを行 った りしま した。

実は、 この活動の前に、あ らたな問題が私た ちを悩 ませていま した。関西ペイ ン

トか ら提供 を頂いていた特殊溶剤 も私 が手元に持 っていた数 々の溶剤 もシャッター

には強す ぎて、表面 の塗装 を溶 か して しま うこ とが分か り、みんなで頭 をかかえて

いたのです。

そんな時、ほん と うに偶然 としか思えないのです が、シャッター の落書 き消 しに

ぴ った りの溶剤 を、 しか も大量 に提供 して くれ る とい う人が現れ ま した。 その人 は

張 り紙 をはがす溶剤 な どを販 売す る会社の社長 さんで、私 と同 じくらい落 書き消 し

に 「こだわ り」 をもっていた方 で した。 「平塚 をみ が く会」の新 聞記事 を見て以来、

落書 き消 しの活動 に どうして も参加 を したい と思っていたそ うです。私たちは運ま

で もが味方 を して くれ た と不思議 な思い にな りま した。 この活動 にはお店 の従業員

を始め、地元の高校生、家庭の主婦、友人な ど様 々な人たちが参加 して くれて、シャッ

ターに描 かれた落書 きをほぼ全部 消す ことが出来 ま した。

4.再 発防止のペ ンキ塗 り

「平塚 をみが く会 」が出来てか ら1ヵ 月半がたった頃 には、早 くも平塚駅前商店

街の落書 きが ほぼ完全 にな くなった状態 にな りま した。すべ てが とん とん拍子 に進

みま したが、私た ちには落書 きとの闘いは これ か らだ とい う気持 ちが あ りま した。

ナイジェ リアチームがや って くるまでの あと半月 が勝負だ と気持 ちを引き締 めてい

たのです。

なぜ な ら、落書 きがな くな ると同時 に、新 たに取 り組むべ き課題 として、落書 き
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の 「再発 防止対策」 が出て きたか らです。落書 きを消 したあ とが少 しで も汚かった

りす る と、落書 きはす ぐに再発す る とい うこ とを私た ちは知 っていま した。そ こで、

落書 きが描かれそ うな場所 にはペ ンキを塗 って きれ いに しよ うと決 め、小 中学生に

参加 して もらお うとい うことに しま した。 この決 定 には子 どもの うちか ら公 共物 を

大切 にす る活動 に関わっていれ ば、 きっ と落書 きを しない青年 になるだ ろ うとい う

願 いが込め られていま した。 この案 にも関西ペイ ン トが快 く賛成 して くれて、特別

に開発 した鮮やかな水色 のペ ンキを無償 で提供 して くれま した。 その上、塗 り方の

指導 も行 って くれたので した。 また、市役所 の商業観 光課 か らは刷毛やブル._._シー

トの提供があ りま した。

「ペ ンキ塗 りに参加 を しよ う」 とい う呼びかけは、教育委員会 を通 じて、平塚駅

周辺 の小、 中学校 に連絡が行 き渡 り、い くつ かの学校で は、校長先生 が全校生徒 に

声 を掛 けて くれ た とい う報告 があ りま した。 で も、残念 なが ら当 日の朝 は雨が降 っ

て しまい、ペ ンキ塗 りが実行 出来 るか どうかは直前 まで分か りませ んで した。それ

で も活動 をす ると決 まる と子 どもか ら大人まで合 わせて30人 ほ どが参加 を して くれ

ま した。

5.再 発防止一 張 り紙 はが し

ペ ンキを塗 る ところやそ の周 りは張 り紙だ らけの状態 だったた め、実はペ ンキ塗

りの前 日には張 り紙 はが しが行われていま した。 平 日だったので、会社 勤め を して

い る人 たちの姿 は見 られ ませ んで したが、商工会議 所や 市役所 の職員 な どが業務 の

一環 と して参加 して くれま した
。その人たちの制服姿 を見て、ふ と 「市民参加 」 と

い う言 葉はあ るけれ ど、 「平塚 をみ が く会」 は 「企 業参加 」や 「行政参加 」 も可能

に してい るボ ランテ ィア団体なんだ と気付 きま した。 ま さしく 「協働 」 とい う言葉

どお りの活動 になった ことを心か ら嬉 しく思いま した。

この 日は活動の最 中に ざあ ざあ降 りのひ どい雨 に見舞 われ ま したが、誰ひ と りと

して張 り紙はが しの作業の手 を止める人 はいませんで した。 張 り紙はが し活動 には、

消 防士 さんな ど平 日にお休 みが取れ る人 たちや退職 した元気 な方 々も加 わって、参

加者 は20人 ほどになっていま した。

6.再 発 防止一 中学生のア ー ト活動

ペ ンキ塗 りが終わ ると、今度 は もっ とも落書きの再発が起 きそ うな場所 に、外国

な どで成 功 してい る絵 を描 こ うとい う意見が 出ま した。その場所 は七夕祭 りのメイ
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ンの場所 にな るス ターモール 商店街 の入 り口2ヵ 所 にあるポール4本 と中央部分 に

立ってい る大 きなポール4本 で、それ らはみんなできれいにペ ンキを塗 って下地が

出来上が っていた ところで した。 しか し、街 の中心地 に絵 を描 くこ とについては商

店街 か らの猛 反対 があ り、会 の中で意見が2っ に分かれ て しまいま した。年配の方

の中には、 「幼稚 な絵 は落書 き と同 じばか りか、落書 きを よけい誘発す るか らとん

で もない こ とだ」 と怒 り出す人 もいま した。

落書 きの再発 を防 ぐためには何 とか工夫 を しな くてはな らない と考えた グループ

の人た ちは、反対 してい る人 たちに絵 を描 くこ との必要性 をア ピール しま した。 ま

た、絵 を描 いて もら う人を集 めるた め議員 さん を通 じて教育委員会 に話 をしていた

だ き、平塚駅近 くの江 陽中学校 の美術部員の方 々に声を掛 ることに しま した。で も、

誰 も中学生が描 く絵 が どんな ものか分か らず、会 は緊張感 と不安感 が漂 う重苦 しい

雰囲気 に包まれ ま した。そのよ うな中、出来上が った絵のサ ンプル を見て私たちは、

大人たちの不安を吹き飛ばした躍動感あふれる中学生の絵
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はっ と驚 きま した。 その絵 には大人たちの不安 なんか を簡 単に吹 き飛 ばす ほ どの躍

動感 と、いきい き とした命 を感 じさせ るものがあったか らです。商店街 の方 々の態

度は一変 し、関西ペ イ ン トも気持 ちよく協力 を了解 して くれ ま した。 こ うして 中学

生の絵 は街 の中心に堂々 と登場す ることになったのです。

中学生 の絵は スターモール 商店街 の東 口とそ こか ら700メ ー トル ほ ど離れ た西 口

に門のよ うに対 になって立っているポールの合計4本 に描かれ ることにな りま した。

この 日はナイジ ェ リアのチー ムが平塚 市に来 るま さに前 日で した。絵 を描 くポール

は円柱形 とい うカーブを した形だった■ヒに、表 面 には張 り紙 防止 のた めの細 かい溝

が縦に刻 まれていたので、作業は考 えていた よ りも何倍 も大変 な ものな りま した。

下書 きを描 くだ けで も大変 だった上に、塗 ったペ ンキが溝 を伝 わってたれ て くると

いった具合で した。 それで も、美術部 の人た ちは、差 し入れ られたお にぎ りを食べ

る暇 も惜 しんで完成 まで夢 中で力を合 わせ て描 いていま した。 その姿 に胸 を打 たれ

た人は少 な くあ りませ んで した。地域 の人た ちも手 を差 し伸べてみんなで助 け合い

ま した。作品が完成 した時 には夕 日がすでに差 し始 めていま した。

出来上がった4つ の作品 は、東側2つ が 「碧 の光」で、西側2つ は 「天空」 とい

う対照的 なテーマ を持 っていま した。西側 のポール に描かれ た大きな太 陽の絵 をよ

く見 る と、太陽か ら放 たれ た光の太 い帯が1本 ぐる りとポール を一周 していま した。

通 りがか りのお母 さんた ちがいつの間 にかホールの周 りに輪 になって、 「若 い人の

発想 ってす ごいわね」 と出来上がった ばか りの絵 を見上げていま した。完成 を喜ん

だ中学校 の教頭 先生は、 「嬉 しくってポール4本 の間 を 自転車 で行 った り来 た りし

て しまいま した」 と満 面に笑みをたた えていま した。 このアー トの作業 には、アー

ト活動 で長い歴史 を持つ厚木市や 、平塚市 と姉妹都市 関係 を結 んでい るアメ リカの

カ ンザス州の方 々が応援 に駆 けつけて くれ て、80人 以上の人た ちが参加 を して くれ

ま した。

7.工 房絵のアー ト活動

ス ターモール 商店街 には出入 り口の他 にもポール が中央部分 に4本 あ りま した。

それ らのポール の近 くには 「工房絵(こ うぼ うかい)」 と呼ばれ る知的ハ ンデ ィキャッ

プを持 った方々 の施設 があ りま した。 その施設 に通所す る青年 たちに絵 を描いて も

ら うこ とをお願 い しま した。天真燗漫 で ピュアな心を持つ彼 らが描 く絵 は高い評価

を得 ていて、 喫茶店 のスターバ ックスの壁やNHKの テ キス トの表紙 な ど様 々な と

ころを飾 ってい ま したが、残念な ことに地元の平塚 ではあま り知 られ てい ませ んで
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した。絵 を描いて もらった 日は、 日頃か ら福祉 活動 に関心を持 っている人たちな ど、

30人 余 りが参加 を して くれ ま した。交通量 が とて も多い場所 だったので、通所者が

道路に出て怪我 を しないよ う、皆で気を配 りま した。また、今回のアー ト活動 では、

以前の活動 で使用 した ような使い捨ての ビニール シー トの代わ りに古新聞 を使用す

るな ど、環境 に配慮す る工夫 を随所 に取 り入れ ま した。

実 は、 これ らのポールの うちの1本 に私 が大変 心を痛 めていた乱暴 な 日本語 の落

書 きが描 かれていたので した。落書 きがあった時にはその前 を出来 るだけ早 く通 り

過 ぎたい とい う思いに駆 られ ていま した。 で も、その落書きがみん なの手 で消 され

て、工房絵 の青年 たちによる色鮮や かな作品で息 を吹 き返 したポール に、 しば し立

ち止 まって見 とれて しま うこ とがあ りま した。 また、通行人 の反応 を見 るの も楽 し

み にな りま した。

ポール の前 に立 っている とど うで しょ う、お母 さんの 自転車 に乗せ られ た小 さい

子 どもが ち ょっ と離れ た ところか らで も絵 に気付 いて、 「あっ、ネ コさんだ」 とか

「お母 さんキ リンだ よ」 とは しゃいでい るでは あ りませんか。 この よ うな反応 を見

るたびに、や っぱ り子 どもた ちはちゃん と見ていたのだ と気付 か され ま した。そ し

て小 さい子 どもの 目に映 るものが、も う汚 くて無責任 な感 じがす る落書きではなく、

楽 しくて心和 ませて くれ るものになって よか った と胸 をなでおろ しま した。私 はな

んだか この時、初 めて大人 としての責任 を果た したよ うな思いにな りま した。見て

み ぬふ りをす る大人 になることは簡単です。で も、苦労は したけれ ど、違 う選択 を

して良かった と思い ま した。 そ して、 しみ じみ と1年 前の 自分を思 い出 しま した。

あの頃は落 書 きを見 るたびに、 ど うして市役所が消 して くれないのだろ うと苛立 っ

た りしていま した。で も、 自分 たちの手で落書 きを消す とい う問題 に取組 んだ こと

を通 して、初 めて 「自分た ちの街 の問題 はそ こに住んでい る住 民が解決す ることが

当た り前ではないか」 と気 がつ くことが出来て 、 自分が少 し成長 した ことを感 じま

した。

それだ けではあ りません。街 の問題 を自分た ちで取 り組んで解決 した ことによっ

て得 られた ことは、ただの落書き消 し以上のものがあった と思いま した。それは様 々

な人 との出会 いで あ り、街 に対す る愛着心や誇 りであ り、そ してなん と言 って も

「人々が協力 し合 うこ との大切 さ」 を知 った こ とではないか と思い ます。

「平塚 をみが く会」 はこの よ うに して2002年3月23日 に発足 し、それか らわず か

2ヵ 月足 らずで、駅前 商店街 を薄汚い落書き と張 り紙だ らけだ った状態か ら、 さわ

や かな作品 に彩 られ たアー トギ ャラリーへ と変身 させ ま した。そ して待望の5月20
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日にはまちの顔 であるこの商店街 にみんなの手で花 を咲かせ た状態でナイ ジェ リア

のサ ッカーチームを歓 迎す ることが出来たのです。 当 日の毎 日新 聞には 「きれ いな

街 、見て」 と大 きな見 出 しが付 け られて、中学生 が描 いた絵 が掲載 されま した。 こ

の2ヵ 月 の間に 「平塚 をみ が く会」 の活動 に参加 を して くれ た人 は延 べ230人 以上

にのぼ っていま した。 情報 を くれ た人た ちを含 めれ ば300人 以上 の人が落書 き消 し

に関わ ったこ とにな ります。2ヶ 月後に行 われ た七夕まつ りの際 には、 中学生や 工

房絵 の青年たちが描いた絵の周 りには飾 りは取 り付け られませんで した。それはきっ

と、それ らの絵が飾 りに も負 けない くらいの感動 を もた らす ものだったか らで しょ

う。
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8.落 書 きの再発 と市 民の意識の高ま り

残念 なが らその後、商店街 で落書 きの再発 が2件 立て続 けに起 こ りま した。1件

目は 「平塚 を汚す会代表」 と描かれた落書 きで、明 らかに私た ちの会 を挑発 しよ う

とした もので、2件 目は赤字で描かれ た巨大 な落書 きで した。私 た ちは再発 に対 し

て心の準備 を していた ものの、実際 に再発が起 きた時には、大 きな シ ョックを受 け

ま した。

で も、再発後は、落書きの対象物の所有者た ちが 「平塚 をみが く会」に連絡を取っ

て くれ た り、 自分た ちで仲 間を集 めた りして、 あっ とい う間 に落書 きを消 して しま

いま した。 この素早い対応 には誰 もが驚 か され ま した。 いつの間 にか、落書 きが描

かれやす い商店街で は再発 が起 きた らすみやか に連絡 を し合い、手が空 いた人たち

が落書 き消 しに駆 けつ けるとい う態勢が出来上が っていた ことが分か りま した。 こ

のこ とを落書 きに対す る意識 の確実 な変化 の証 明だ と受 け止 めた私たちは、 自分 た

ちの活動 が意義 ある ものだった ことを再認識 したので した。

私 はこの時 にふ と、落書きがゼ ロの状態 が落書 き消 し活動の原 点ではないか と思

いま した。落書 きを1つ で もそのままに した ら、きっ と街 中が落書 きで埋 め尽 くさ

れ て しま うのではないか と考 えるよ うになった のです。 ですか ら、 「平塚 をみが く

会」 の本格的な活動 は落書きが無 くなったあ とか ら始ま るので はないか と思いま し

た。会の人たち全員 もこれか らも継続 して落書 き消 しを しよ うとい う同 じ姿勢 を持っ

ていま した。 も し市役所が最初 に落書 きを消 していた ら、きっ と再発 した として も

自分 たちで消そ うとい う気持 ちは起 こ らなかった ことで しょ う。 自分たちで落書 き

を消 して きれいに した か らこそ、公i:`のものを大切 に しよ うとい う気持 ちが育まれ

て、未来 につなが る活動を しよ うとい う気持 ちが生 まれたのだ と思います。

落書 きは銀座な どの きれいな ところには描かれ ないものだ と一一般 に言 われ ています。

きれ いに してお くこ との大切 さを知ってか らとい うもの、 「平塚 をみが く会 」の活

動 の範囲 を広げ張 り紙 はが しや ゴミ拾いな ども活動 に含 めるこ とに しま した。

9.「 平塚 をみが く会」の活動の広 が り

現在では新 しい会長 さんの もと、活動 は益 々 さかんにな り、年 間の参加者 は延べ

400人 を超 えて いる と聞いてい ます。発足 してか ら今 までに活動 に関わった人たち

はす で に2005年 度時点 で延べ1,000人 以上 にな ったそ うです。落 書 き消 し活動 は、

囲碁祭 りな どの催 し物 の前 に行 われ る他 に も、定期的に も行われています。 アー ト

活動 は年 間 に2、3回 くらいのペースで地元 の学生 さんたちを交 えて行 われ、2003
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年 には平塚聾学校 の生徒 さん とも活動 を したそ うです。

平塚 の街 中を歩 くときには、みな さん どうか気 をつけてあた りを見回 してみて下

さい。そ うすれ ば きっ と 「平塚 をみが く会」 とプ レー トが入 った アー ト作 品を見つ

けることが 出来 るで しょ う。 また、せ っせ と落書 きを消 してい るグループの姿を 目

にす るかも知れ ませ ん。

「平塚 をみが く会」 の落書 き消 し活動 は着々 と広が りつつ あ ります。最初 は駅前

商店街 だけで したが、後 に平塚市 内各地や近 隣の市 にも知れ渡 るよ うにな りま した。

それ につれ て茅 ヶ崎市 、藤 沢市、鎌倉 市 、横 浜市か ら、落書 き消 し活動 を見学 した

い と平塚市 を訪れ る人 が出て きま した。 また、平塚市か らは近隣 の市 に依頼 され て

会員 が講師 として出向いた りす るよ うに もな りま した。 さらに、2003年 には平塚市

の落書 き消 しの活動 日に合 わせて湘南地 区の3つ の市が同 じ日に落書 き消 しをす る

とい う 「一斉落書 き消 し活動」 を行 って、大変 注 目を集 めま した。 「平塚 をみ が く

会」の影響 は東京方 面に も及 んでいます。

マ スコミを通 しての報道 も盛んに行われています。 ラジオ、テ レビ、新 聞、コ ミュ

ニテ ィ紙 な どあ らゆるメデ ィアか ら関心 を寄せていただき、繰 り返 し取 り上げて も

らっています。 このよ うな報道は落書きの抑止効果 が とても高いので一石二鳥です。

箱根駅伝 のテ レビ中継 の際 には、走者 が平塚 を走 ってい る時にアナ ウンサー が

「平塚 市 には 『平塚 をみが く会』 とい う落書 き消 しのボ ランテ ィア団体が あるんで

落書き消しの七つ道具
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す よ」 と解 説 を して くれ ま した。NHKの 「ご近所 の難 問解 決 」 とい う番 組 に も

「平塚 をみが く会」 の会員 が出演 しま した。 新 聞報道 も湘南版 だ けではな く、2003

年 には全 国紙 の東京版 にも掲載 されま した。2004年 には 「平塚 をみが く会」の落書

き消 し活動 の コンセプ トがち ょっ と大げ さです が、 日本 中に広 が りっつ あると聞 き

ま した。2005年 には小学生の道徳 の副読本 に 「平塚 をみが く会」が紹介 されま した。

「平塚 をみ が く会」の活動 が こんなふ うに多 くの人に落書 きや 地域 のこ とについて

関心 を持 たせ る展開 になった ことにっいては嬉 しさと驚 きの混 ざ り合 った気持 ちで

い ます。現在 も 「平塚 をみ が く会」 を積極的 に リー ドして下 さっている会長 さん、

そ して多 くの会員の方々 と活動 に参加 して下 さっている方々に心 よ り感謝 いた しま

す。

10.最 後 に

「平塚 をみ が く会 」 の話 は こ の辺 で終 わ りに します 。1人 の 「気 づ き」 が広 が っ

て 、1人 で は と うて い 不 可能 な こ とが可 能 に な った プ ロセ ス を知 っ て も らえ た ら嬉

しい 限 りです 。

最 後 に ボ ランテ ィア とは とい うお話 に また 戻 りた い と思 い ます 。 ボ ラ ンテ ィア の

主 な特 徴 を3つ 挙 げ て み ま し ょ う。

1つ 目は 、 ボ ラ ンテ ィアの 人 間 関係 は 「助 けて い る と思 っ て い る人 が 実 は助 け ら

れ て い る」 とい う不思 議 な関係 です 。 人 間 が も とも と持 っ て い る 「本 来 的 な 関係 」

で ボ ラ ンテ ィア の人 間 関係 は 成 り立 って い るそ うです。

2つ 目は 、 ボ ラ ンテ ィア には 「思 い が けな い展 開 が豊 か な結 果 を もた ら して くれ

る可能性 」 が あ る とい うこ とです 。

そ して3つ 目は 、 ボ ラ ンテ ィア を した こ とで 「得 られ る もの」 は 「新 しい人 との

出会 い 」 や 「新 しい知 識 」 だ とい うこ とで す 。 で も、 それ だ け で は あ りま せ ん。

「充 実感 」、 「満 足 感 」、 「達 成 感 」、 「喜 び」、 「自信 」、 「誇 り」 な ど もボ ラ ンテ ィア を

した こ とで 「得 られ る もの 」 に含 まれ るで しょ う。

今 の世 の 中は人 々が バ ラバ ラで、物 質 的 に は豊 か な の に なん とな く 「ハ ッピー 」

で はな くて 、身 近 な とこ ろに放 りっぱ な しに され て い る問題 の な ん と多 い こ とか と

感 じて い ます 。 そ ん な時代 だ か らこそ 、 自分 の 中の 「気 づ き」 を もっ と大切 に して

み ませ ん か?そ して 人 と人 とが 心 と心 でつ な が り合 うボ ラ ンテ ィア活 動 に もっ と

関 わ っ て み ませ ん か?ボ ラ ンテ ィ アの 経 験 は き っ と、 皆 さんの人 生 を豊 かにす る

し、皆 さんの前 に新 しい考 えや ものの見 方の広 が りをもた らして くれ ることで しょう。
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ここで は、ボ ランテ ィア団体が どうや って出来 るのか を 「平塚 をみ が く会」 とい

うボ ランテ ィア団体 を1つ の例 として紹介 しま した。 また、ボ ランテ ィア には不思

議 な魅力 がある とい うお話 も させて もらいま した。最後 まで読 んで下 さって ど うも

あ りが と うございま した。

参考文献 金子郁容 『ボランテ ィア ーも うひ とつの情報社会』岩波書店、1988年

平塚 を み が く会

SinceMarch23,2002

子 ど もた ち に安全 な街 を 一

「ブ ロー ク ン ・ウィ ン ドウズ ・セ オ リー(割 窓 理論)」

「1枚 の割 れ た 窓 ガ ラ ス をそ の ま ま に してお く と、や が て街 全 体 が荒 れ て犯

罪 が増 え る。 だ か らた っ た1枚 の ガ ラス で も割 れ た らす ぐに修 繕 しよ う」 とい

う犯 罪 予 防理 論 を、 ジ ョー ジ ・ケ リング博 士 が 発表 し、 ニ ュー ヨー ク市 の ジ ュ

リアー 二前 市 長 が 実践 しま した。 そ の結 果 わず か7年 間 で殺 人 率 を67%も 減 少

させ る実績 を作 りま した。

私 た ち は この理論 に賛 同 します。 平 塚 市 に1つ で も落書 き をそ の まま に して

お い た ら平塚 の街 全 体 が落 書 きで 埋 め られ て しま うで しょ う。 だ か らた った1

っ の落 書 きで も、 書 かれ た らす ぐ消 そ う と活 動 を始 めま した。 しか し現 時 点 で

は、 消 さな けれ ばな らな い 落書 きが あ ま りに も多 い の が 現状 です 。

そ こで み ん な で"協 働"し て落 書 き を消 しま し ょ う。 も しみ ん な で力 を合 わ

せ て落 書 き を消 した ら、 私 た ちは き っ ときれ い で安 全 な街 づ く りが 可能 だ と確

信 してい ます。

ど うか皆 さん も 「平 塚 をみ が く会 」 の 活 動 に参 加 してみ ませ ん か?私 た ち

は平 塚 市 を 「きれ い です て きな街 」 にす るた めに 、街 の景観 を きれ い に した り、

きれ い な街 づ く りを通 して 青 少年 の健 全 な成長 を助 け た りす る事 を 目的 と して

活 動 して い ます。

詳 細 はhttp://www.geocities.co.jp/hiratsukamigakukai/ま で ア クセ ス して下 さい。

皆 さま の ご参 加 をお待 ち して い ます。
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【解説】

日本社会のあま りにも急速 な少子 ・高齢化 の進展 、政府や 自体体の絶望

的 なまでの財政実態 、年金や 医療保険制度 の行 き詰 ま り、止 まるところを

知 らない各方 面の不祥事や貧 富の格差拡大、大規模 地震 災害への不安、地

球規模 の人 口爆発や 、食糧 ・資源確保 、環境 問題 への不安等 々、 日本 のみ

な らず世界 は多 くの難題 に直面 し、根底 か らその 「持続 可能性」(サ ステ

ナ ビリテ ィ)が 問 われ てい る。 「今 まで のまま」 とい う安易 な生 き方 が許

され な くなったのである。

それ では、いったい誰が、難題 を解決 し、新たな活路を示す突破 口を開

いて くれ るのであろ う。 日本 のみ な らず諸外 国の歴 史 を振 り返って言 える

ことは、多 くの場合 そ うした役割 を果 たすのは、時の政治家や政府 のお役

人 、あるいは高名 な学者ではなかった とい うことで ある。名 もないふつ う

の人 か、周囲か らはむ しろ 「変 な人」 と呼ばれ る人物 だったのである。 そ

うした人 は、現代風 に言 えば、ボ ランテ ィアや、あ るいは市民活動の リー

ダー、NPOやNGOの 指導者 となって現れ て くる。

21世 紀 を通 じてボ ランテ ィア活動や市民活動、NPOの 重要性 が高まっ

てい くに違いない 、そ うな らなけれ ばな らない とい う思い も秘めて、経営

学部 では全 国の多 くの大学に先駆 けて 「ボランテ ィア論」 を開講 し、 「企

業 市民論」 とい うユ ニー クな科 目も設 けて こ うしたテーマ に取 り組 んでき

た。2000年 度 か らの新カ リキュラムで は 「社会福祉論」 と 「NPOマ ネ ジ

メ ン ト」 を開講 し、 いずれ も平塚市 内でボランテ ィアやNPO活 動で活躍

す る方々の協力 を得 て授 業を進 めて きた。

NPOマ ネ ジメン ト担 当の綿引幸代講 師(非 常勤)が 、2005年 度 の授業

の特別講師 として招いたのが本稿 の筆者 、諏訪裕美子 さんである。講演 は

苦手 と謙遜す る諏訪 さんは、まるで ドラマのよ うな 自らの体験を丁寧に綴 っ

た原稿 を用意 し、受講生に切々 と語 りかけた。 ボラ ンテ ィア団体の誕生 の

経緯が これ ほ ど詳 しく明 らか にされ た例 は珍 しいであろ うし、平塚市民の

歴史 とい う点 か らも極 めて貴重な資料 と考 え、本誌 に掲載 させ てもらった

次第であ る。

市民活動 の多 くがそ うであった よ うに、 「平塚 をみ が く会」の活動 も、

諏訪 さん とい うひ とりの女性 の 「気づ き」か らすべ てが始まった。多 くの

市民 も、落書 きの氾濫 に気づ かなかったわけでなか ろ うが、 「しょ うがな
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い な」 といった気持 ちで見過 ご して きた。 そんな なか で諏訪 さんは、 「こ

ん な ことが放置 され ていいはず はない」 と考 え、行動 に移 した。 何が諏訪

さんを気づかせ 、行動 に移 させ たか と考 える と、や は り英 国 とい う異国で

の生活体験 が大 きな影 響 を与えた ことが うかが える。異文化i接触が新たな

何 かを生み出す とよ く言われ るが、諏訪 さんのケース もそ うした一例か も

しれ ない。

気づいた として も、それ を市役所 に電話 を した り、知 らない人 に呼びか

けた りす るのは、多 くの 日本人に とって は苦痛 で ある。ひ と りでそ っ と落

書 き消 しをす るほ うが、気が楽 といえば楽 に違 いない。 しか し、それで は

実効 が上が らない。諏訪 さんが勇気 を持 って周 囲の人々に呼び かけたか ら

こそ、わずか数 か月で中心街の落書 きを消 し終わ ったばか りでな く、新 た

な落書きの発生 を防止す る動 きに もつ ながった。途 中で周 囲の人 々か ら誤

解や批判を浴びた こともあったよ うだが、それ に耐 えて乗 り越 える 「勇気」

を持 っていた こ とは大きい。

諏訪 さんの活動体験 か ら改 めて教 え られ るのは、落書 き消 しとい ったボ

ランテ ィア活動 も、単な る善意だけでは済 まない とい うことである。や り

方 によっては危険 さえ伴 うことか ら、技術 的な知識 が欠 かせ ない。地域 の

関係者 の理解や協力 を得 ることも重要である。 さらに、活動 を継続 してい

こ うとすれ ば、経費 も大 きくなって くる。 平塚 をみが く会の場合 、現場で

の募金の呼びかけに多 くの市民の協力 を得 ることがで きた。 その後 、平塚

市 の創設 した公益信託ひ らつか市民活動 ファン ドによる助成 も獲得 してい

る。

諏 訪 さんの体験 を通 じて、 「ボ ランテ ィアには不 思議 な魅 力 がある」 と

い う言葉 には納得 させ られ る。こ うした活動がなけれ ば出合 うことのなかっ

た、 さま ざまな人々 との触れ あいが、諏訪 さんばか りでな くみ んなの 日々

や人生 をどんなにか豊かに している。 中学生のアー ト活動や 、知的ハ ンデ ィ

キャ ップ を持 った湘 南福祉セ ンター 「工房絵」 の青年 たちの活躍 な ど、聞

くだけで も嬉 しくなって くる。駅前商店街 で始 まった活動 が、平塚市 内全

域 に広が り、 さ らには近隣の茅 ヶ崎市や藤沢 市、鎌倉市、横浜 市にまで広

がっていった とい うの も頷 ける。NHKの 「難 問解決 、 ご近所 の底力 」や 、

道徳 副読本 『み んなで考 える道徳』(日 本標 準 出版)に 詳 しく紹介 され た

こ とは、全国的な広 が りの契機 に もなってい る。
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諏訪 さんが平塚市 を離れた後 は、後継者の手で力強 く活動 が続 け られ てい

る。現在 の代表 を務 める原 圃信夫 さんは、平 日はよ く見かける猛 烈 ビジネ

スマ ンであ る。そ の生 き方 は、仕事 と地域社会の両方 に情熱 を傾 け る、文

字 どお り 「二所懸命」その ものである。一人ひ と りのこ うした市民 と して

の生 き方が、難題 を抱 える 日本や地球 の未来 を切 り開 く、貴重な 「一歩 」

となるに違 いない。

(神奈川 大学教授 松 岡紀雄)
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